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「
春
待
つ
風
を
は
ら
む
か
の
よ
う
な
葉
先
、気
品
が
香
り
立
つ
、日
本
水
仙
」

身
に
し
む
よ
う
な
寒
さ
の
な
か
で
、す
っ
と
伸
び
た
葉
と
凛
と
し
た
白
い
花
。

雪
中
花（
せ
っ
ち
ゅ
う
か
）の
別
名
を
持
つ
水
仙
は
、

花
の
少
な
い
季
節
を
す
が
す
が
し
く
彩
っ
て
く
れ
る
。

清
楚
な
香
り
と
と
も
に
、葉
の
表
情
も
魅
力
的
で
、

そ
の
葉
先
を「
風
先
」と
呼
び
、風
の
吹
き
行
く
方
向
を
示
す
と
か
。

し
な
や
か
な
葉
の
流
れ
に
、新
し
い
季
節
の
風
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、い
け
た
。

花
／
日
本
水
仙

器
／
李
朝
白
磁
角
瓶

所
収
／
平
凡
社
刊『
別
冊
太
陽　

川
瀬
敏
郎 

四
季
の
花
手
帖
２
』

撮
影
／
宮
下
直
樹

花
人　
　

川
瀬
敏
郎　
　

か
わ
せ 

と
し
ろ
う　
　

一
九
四
八
年
京
都
府
生
ま
れ
。
幼
少
よ
り
池
坊
の
花
を
学
び
、

日
本
大
学
芸
術
学
部
を
卒
業
後
、パ
リ
大
学
へ
留
学
。
演
劇
、映
画
を
研
究
す
る
。

帰
国
後
は
流
派
に
属
さ
ず
、い
け
ば
な
の
原
型「
た
て
は
な
」と
、

千
利
休
が
大
成
し
た
自
由
な
花「
な
げ
い
れ
」を
も
と
に
、

花
に
よ
っ
て「
日
本
の
肖
像
」を
描
く
と
い
う
独
自
の
創
作
活
動
を
続
け
る
。

二
〇
〇
九
年「
京
都
府
文
化
功
労
賞
」受
賞
。
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国
際
社
会
の
潮
流
が
変
わ
る
な
か
、

日
本
は
ど
う
動
け
ば
い
い
か

百
年
に
一
度
と
評
さ
れ
た
世
界
的
な
経
済
危
機
か
ら
の
回
復
は
未
だ
見
え
な
い
な
か
、

世
界
の
潮
流
が
変
わ
り
つつ
あ
る
。
既
に
不
況
の
底
を
打
っ
た
と
見
ら
れ
る
大
国
・
中
国
が

二
〇
一
〇
年
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
日
本
を
抜
き
世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
に
な
る
と
言
わ
れ
、

国
際
社
会
の
枠
組
み
は
Ｇ
８
か
ら
Ｇ
20
へ
と
大
き
く
舵
を
切
っ
た
か
に
見
え
る
。

日
本
で
は
Ｃ
Ｏ
２

削
減
二
五
％
への
対
応
が
急
が
れ
る
な
か
、世
界
全
体
で
景
気
回
復
を
図
り
つつ

低
炭
素
社
会
への
シ
ナ
リ
オ
を
ど
う
描
く
か
︱
︱
日
本
の
進
路
と
課
題
を
考
え
た
い
。

伊
藤
元
重 

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授

山
家
公
雄 

エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
研
究
所 

取
締
役
研
究
所
長

村
田
晃
嗣 

同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
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国
際
社
会
と
日
本
の
今
を
ど
う
見
て
い
る
か
？

日
本
の
地
位
が
後
退
す
る
な
か

変
化
への
対
応
が
問
わ
れ
る
二
〇
一
〇
年

伊
藤　

き
ょ
う
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
の
日
本
の
進
路
を

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
国
際
社
会
と
日
本
の
現
状
に
つ
い

て
、
村
田
さ
ん
は
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

村
田　

私
は
国
際
政
治
を
専
門
に
し
て
お
り
、
日
本
国
内
で
は

二
〇
〇
九
年
に
政
権
交
代
と
い
う
変
化
が
起
き
ま
し
た
が
、
国
際

的
に
も
変
化
が
起
き
て
い
て
、
内
政
と
外
交
、
両
方
で
大
き
な
変

化
が
進
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
二
〇
一
〇
年
、
国
内
で
は
七
月
に

参
議
院
選
挙
が
あ
り
、
十
一
月
に
は
ア
メ
リ
カ
で
も
中
間
選
挙
。

こ
の
結
果
に
よ
っ
て
、
日
米
双
方
の
今
後
の
政
策
が
規
定
さ
れ
て

く
る
。
さ
ら
に
二
〇
一
〇
年
は
日
米
同
盟
の
五
十
年
。
十
一
月
の

横
浜
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
オ
バ
マ
氏
が
再
来
日
す
る
際
、
沖
縄
の
基
地
問

題
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復
興
支
援
問
題
な
ど
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
今
後
の
日
米
関
係
に
と
っ
て
も
節
目
の
年
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
ア
ジ
ア
で
は
、
一
九
一
〇
年
の
日
韓
併
合
の
百
年
目
に

あ
た
る
わ
け
で
、
韓
国
は
じ
め
近
隣
諸
国
と
の
歴
史
問
題
を
、
今

後
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
が
改
め
て
問
わ
れ
る
時
期
に
来
て
い
る
。

　

そ
し
て
五
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
、
核
拡
散
防
止
条
約
の
再
検
討
会
議
が

開
か
れ
る
の
で
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
提
唱
し
て
い
る
「
核
兵
器
の

な
い
世
界
」
の
実
現
に
向
け
て
、
世
界
が
一
歩
前
進
で
き
る
の
か
、

日
本
が
ど
う
い
う
協
力
が
で
き
る
か
が
問
わ
れ
る
年
に
も
な
る
。

　

経
済
的
に
は
、
各
種
統
計
で
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
中
国
に
抜
か
れ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
か
ら
、
日
本
の
地
位
後
退
も
か
な
り
深
刻

な
問
題
と
し
て
出
て
く
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
日
本
が
総
合
的

な
外
交
戦
略
を
練
っ
て
、
変
化
に
対
応
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
、

内
政
を
ど
れ
だ
け
安
定
さ
せ
ら
れ
る
か
。
こ
の
一
年
は
、
日
本
に

と
っ
て
随
分
重
要
な
年
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

伊
藤　

二
〇
一
〇
年
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
節
目
の
年
の
よ
う
で
す

が
、
そ
の
変
化
の
背
景
、
理
由
は
何
か
あ
る
ん
で
す
か
。

村
田　

一
つ
に
は
、
冷
戦
終
結
︱
︱
八
九
年
十
一
月
九
日
の
ベ
ル

リ
ン
の
壁
の
崩
壊
を
一
つ
の
節
目
と
考
え
れ
ば
、
あ
れ
か
ら
二
十

年
た
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
国
際
シ
ス
テ
ム
の
変
化
は
一
一
・
九
に

起
き
、
二
〇
〇
一
年
の
九
・
一
一
で
、
今
度
は
ア
メ
リ
カ
の
外
交

政
策
が
単
独
主
義
的
に
な
っ
た
。
そ
う
い
う
変
化
に
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
国
際
秩
序
が
対
応
し
切
れ
な
く
な
り
、
制
度
や
力
関

係
の
大
き
な
見
直
し
が
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

新
興
国
の
著
し
い
経
済
成
長
に
よ
り

資
源
制
約
と
環
境
制
約
は
ま
す
ま
す
強
ま
る

伊
藤　

山
家
さ
ん
は
、
特
に
ど
こ
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

山
家　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
の
視
点
か
ら
言
え
ば
、
や
は
り
こ
こ

数
年
、
資
源
制
約
と
環
境
制
約
が
非
常
に
強
く
意
識
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
特
に
中
国
を
は
じ
め
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
の
経
済
成
長
が
著
し
い

こ
と
も
あ
っ
て
、
資
源
需
給
が
逼
迫
し
て
制
約
が
強
ま
っ
て
い
る
。

た
だ
、
も
う
一
つ
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
と
い
う
環
境
制
約
が
圧
倒
的
な

存
在
感
を
持
っ
て
き
た
。
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
世
界
で
Ｃ
Ｏ
２

排

出
を
半
減
す
る
た
め
、
先
進
国
は
六
〜
八
割
削
減
し
な
け
れ
ば
な

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

核
拡
散
防
止
条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

運
用
検
討
会
議
。
五
年
に
一

度
開
催
。
〇
五
年
の
会
議
で

は
核
軍
縮
に
対
す
る
ア
メ
リ

カ
の
消
極
姿
勢
な
ど
か
ら
決

裂
。

主
要
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
推
移

ら
ず
、
そ
の
中
間
地
点
で
あ
る
二
〇
二
〇
年
に
日
本
は
二
五
％
を

削
減
。
こ
れ
は
実
現
可
能
な
の
か
。
こ
の
環
境
制
約
を
ど
う
乗
り

切
る
か
が
、
最
大
の
焦
点
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

伊
藤　

資
源
制
約
と
い
う
こ
と
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
二
回
、

石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
今
回
も
石
油
価
格
が
高
騰

し
た
が
、
当
時
の
方
が
緊
張
感
も
あ
り
大
変
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
今
の
資
源
制
約
は
、世
界
史
上
、大
き
な
イ
シ
ュ
ー
で
す
か
？

山
家　

そ
れ
は
大
き
な
イ
シ
ュ
ー
で
す
ね
。

伊
藤　

で
は
、
な
ぜ
今
、
そ
う
い
う
大
き
な
問
題
が
？

山
家　

や
は
り
人
口
増
と
か
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
な
ど
の
経
済
成
長
が

引
き
続
き
高
ま
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

Ｉ
Ｅ
Ａ
（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）
の
見
通
し
で
も
、
二
〇
五

〇
年
、
世
界
の
Ｃ
Ｏ
２

は
、
こ
の
ま
ま
で
は
二
・
一
倍
に
な
り
、

大
半
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
以
外
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
長
期
的
に
化
石
燃

料
な
ど
の
資
源
は
逼
迫
す
る
。
現
に
、
原
油
は
最
近
ま
た
高
騰
し

て
い
て
、
高
め
で
推
移
す
る
こ
と
は
覚
悟
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く

な
っ
て
い
る
。

伊
藤　

た
だ
、
環
境
制
約
が
強
ま
る
と
、
逆
に
資
源
制
約
は
あ
ま

り
重
要
で
な
く
な
る
気
も
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
環
境
で
成
果
を
上

げ
ら
れ
れ
ば
、
化
石
燃
料
を
燃
や
さ
な
く
て
も
い
い
の
で
は
？

山
家　

確
か
に
環
境
制
約
で
化
石
燃
料
は
使
い
に
く
く
な
っ
て
い

る
が
、
や
は
り
資
源
自
体
、
埋
蔵
量
は
あ
っ
て
も
、
比
較
的
楽
に

掘
り
出
せ
る
も
の
が
減
っ
て
き
た
。
商
業
ベ
ー
ス
で
毎
年
安
定
し

て
掘
り
出
す
こ
と
の
難
し
さ
も
か
な
り
意
識
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

伊
藤　

す
る
と
、
環
境
制
約
の
問
題
に
真
剣
に
対
応
し
て
も
、
依

然
と
し
て
資
源
の
問
題
は
残
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

経済成長著しい中国。2008年の北京オリンピック

0
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90,000
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（年）1985 1990 1995 2000 2004 2005 2006 2007 2008
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ー 中国
ー ドイツ
ー フランス
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ー イタリア
ー ブラジル
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ー カナダ
ー インド
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技
術
が
牽
引
す
る
グ
ロ
ー
バル
経
済
化
の
な
か
で

世
界
の
中
心
が
新
興
国
に
移
っ
た
と
き
何
が
起
き
る
か

伊
藤　

経
済
に
つ
い
て
言
え
ば
、
金
融
危
機
か
ら
の
世
界
景
気
の

回
復
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
や
は
り
百
年
に
一
度
と
い
う
危
機

が
起
き
た
わ
け
で
、
こ
れ
を
金
融
だ
け
の
要
因
で
説
明
す
る
の
は

難
し
く
、
百
年
に
一
度
の
構
造
変
化
が
起
き
て
い
る
。

　

私
が
注
目
し
て
い
る
の
は
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
、
先
進
国
が

一
斉
に
高
齢
化
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
資
源
配
分
で
、

今
後
、
先
進
国
か
ら
新
興
国
に
グ
ー
ッ
と
移
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
世
界
の
中
心
が
新
興
国
に
移
っ
た
と
き
、
そ
れ
が
内
外
で
ど

う
い
う
意
味
を
持
つ
か
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

も
う
一
つ
、
今
回
の
金
融
危
機
を
起
こ
し
た
構
造
要
因
は
、
や

は
り
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
だ
と
思
う
ん
で
す
。
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
い

技
術
が
出
て
く
る
と
き
は
、
大
体
バ
ブ
ル
に
な
っ
て
、
ク
ラ
ッ
シ

ュ
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
一
九
二
九
年
の
ウ
ォ
ー
ル
街
の
株
の
大

暴
落
の
前
は
、
い
わ
ゆ
る
自
動
車
バ
ブ
ル
が
起
き
た
。

　

今
回
は
、
す
べ
て
の
情
報
が
数
値
に
換
え
ら
れ
た
。
音
声
や
映

像
だ
け
で
な
く
、
遺
伝
子
も
数
値
に
換
え
ら
れ
る
。
こ
の
デ
ジ
タ

ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
が
一
番
わ
か
り
や
す
い
形
で
現
れ
た
の

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
化
で
す
。
つ
ま
り
、
イ
ン
ド
で
も
中
国
で

も
簡
単
に
最
先
端
技
術
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
世
界
中
に
も
の
や
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
度
、
こ
れ
が
行
き
過

ぎ
て
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
の
八
年
間
で
、
世
界
の
一
人
あ
た
り
所

得
の
成
長
率
は
史
上
最
高
を
記
録
し
た
。
世
界
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
推
進
す
る
技
術
革
新
が
今
後
も
進
む
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
れ
も
今
後
の
経
済
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
で
す
。

山
家　

今
、
欧
米
で
は
景
気
の
二
番
底
と
い
う
議
論
が
出
て
い
ま

す
ね
。
ケ
イ
ン
ズ
的
な
金
融
政
策
や
財
政
政
策
で
カ
ン
フ
ル
を
打

っ
て
、
何
と
か
来
て
い
る
が
、
よ
く
よ
く
統
計
を
見
る
と
、
金
融

機
関
で
巨
大
な
不
良
債
権
が
あ
り
、
下
手
し
た
ら
、
か
な
り
長
い

間
、
欧
米
は
停
滞
す
る
の
で
は
な
い
か
。
一
方
で
、
デ
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
︱
︱
世
界
経
済
と
は
切
り
離
し
て
、
途
上
国
が
伸
び
て
い
く

と
い
う
議
論
が
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、
途
上
国
も
一
時

低
迷
し
、
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
は
幻
想
だ
と
い
う
話
も
あ
っ
た
が
、

こ
こ
に
来
て
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
を
中
心
に
ま
た
伸
び
て
お
り
、
結
構
デ

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
的
な
面
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

伊
藤　

二
番
底
に
つ
い
て
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
タ
イ
ム
ス
パ
ン
で

考
え
る
か
、
で
す
ね
。
現
状
で
は
経
済
対
策
の
カ
ン
フ
ル
剤
の
効

き
目
が
減
っ
て
く
る
二
〇
一
〇
年
一
―
三
月
期
か
四
―
六
月
期
が

厳
し
い
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
二
番
底
か
回
復
途
中
の
踊
り
場

か
は
、
見
方
が
分
か
れ
る
。
た
だ
、
目
を
三
〜
四
年
後
に
転
じ
た

と
き
、
回
復
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
三
年
も
四
年
も
ど
ん
底

に
陥
っ
て
い
る
と
言
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
潤
沢
な
投
資
資

金
が
あ
る
し
、
技
術
革
新
も
激
し
い
か
ら
、
新
興
国
が
前
に
出
て

世
界
経
済
を
牽
引
し
て
い
く
。
だ
か
ら
私
自
身
は
三
〜
四
年
の
ス

パ
ン
で
は
多
少
楽
観
的
に
見
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
く
せ
者
は
ア
メ
リ
カ
だ
と
思
う
ん
で
す
。
ア
メ
リ

カ
に
は
世
界
中
の
優
秀
な
若
い
人
た
ち
が
や
っ
て
来
て
定
着
す
る

の
で
、
人
口
が
年
間
三
百
万
人
増
加
し
、
今
、
三
億
人
の
人
口
が

二
〇
五
〇
年
に
は
四
億
二
千
万
人
に
な
る
。
そ
の
点
で
見
る
と
ア

メ
リ
カ
は
非
常
に
面
白
い
存
在
で
、
例
え
ば
Ｉ
Ｔ
で
も
食
糧
で
も
、

化
学
、
医
薬
品
で
も
、
ア
メ
リ
カ
は
技
術
革
新
を
常
に
引
っ
張
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
が
ど
う
い
う
形
で
復
活
す
る
か
に
注

目
し
て
い
ま
す
。

一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
ま
だ
日
本
の
十
分
の
一

中
国
の
成
長
は
今
後
も
続
く

村
田　

私
は
む
し
ろ
中
国
が
気
に
な
り
ま
す
。
中
国
は
間
も
な
く

労
働
人
口
が
急
速
に
高
齢
化
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
も
、
中
国

は
日
本
の
八
分
の
一
だ
そ
う
で
、
資
源
制
約
と
環
境
制
約
は
ま
さ

に
中
国
が
鍵
を
握
っ
て
い
る
。
今
回
の
金
融
危
機
で
中
国
は
予
想

以
上
に
早
い
段
階
で
公
的
資
金
を
大
き
く
投
入
し
て
七
％
成
長
を

維
持
し
て
い
る
が
、
こ
の
成
長
は
し
ば
ら
く
続
く
の
か
ど
う
か
。

伊
藤　

中
国
に
と
っ
て
最
大
の
経
済
的
リ
ス
ク
は
、
環
境
制
約
と

人
口
の
問
題
。
そ
れ
を
加
味
し
て
も
、
中
国
は
か
な
り
の
ペ
ー
ス

で
成
長
す
る
だ
ろ
う
と
、
多
く
の
経
済
学
者
は
見
て
い
ま
す
。

　

理
由
は
、
一
つ
は
「
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
」。
途
上
国
は
条
件

が
整
え
ば
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
成
長
で
き
る
。
日
本
の
よ
う
に
成
熟

す
る
と
、
な
か
な
か
成
長
で
き
な
い
が
、
中
国
は
所
詮
一
人
あ
た

り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
ま
だ
日
本
の
十
分
の
一
で
す
か
ら
ね
。
二
つ
目
は
、

中
国
は
経
済
構
造
が
こ
の
五
年
ほ
ど
で
輸
出
型
か
ら
内
需
型
に
急

速
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
。
も
の
す
ご
く
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
し
て

い
る
が
、
成
長
が
激
し
い
か
ら
、
そ
れ
だ
け
公
共
事
業
を
し
て
も
、

中
国
政
府
の
借
金
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
割
程
度
。
だ
か
ら
現
段
階
で
は
、

こ
れ
か
ら
十
年
、
中
国
が
急
速
に
失
速
す
る
こ
と
は
考
え
が
た
い
。

山
家　

た
だ
、
こ
の
調
子
で
伸
び
て
い
く
と
、
資
源
制
約
が
出
て

く
る
の
は
間
違
い
な
い
。
中
国
が
最
近
、
環
境
に
も
比
較
的
や
る

伊藤　 元重　　 いとう　もとしげ
東京大学大学院経済学研究科教授;
総合研究開発機構理事長（国際経済学） 
1951年静岡県生まれ。東京大学経済学
部卒、東京大学大学院、米国ロチェスタ
ー大学大学院経済研究科博士課程修
了。Ph.D. ヒューストン大学などを経て、82
年東京大学助教授、93年教授。06年総
合研究開発機構（NIRA）理事長。政府
審議会委員など歴任。編著書『経済危
機は世界に何をもたらしたか』『危機を超
えて─すべてがわかる「世界大不況」講
義』『リーディングス・格差を考える』『大変
化』など。テレビ東京「ワールドビジネスサテ
ライト」など出演。
http://www.nira.or.jp/president/
index.html

デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

非
連
動
、
切
り
離
し
。
ア
メ

リ
カ
経
済
が
低
迷
し
て
も
、

中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
の
新
興

国
が
高
成
長
を
維
持
し
な
が

ら
世
界
経
済
を
牽
引
す
る
と

い
う
考
え
方
。

世
界
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
見
通
し
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気
を
見
せ
て
い
る
の
は
、
資
源
制
約
と
密
接
に
絡
ん
で
い
る
し
、

あ
ま
り
に
も
環
境
が
悪
く
、
公
害
問
題
か
ら
も
資
源
の
使
い
方
を

見
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

資
源
調
達
で
日
本
は
中
国
に
買
い
負
け
る
と
い
う
議
論
が
あ
る

が
、
既
に
日
本
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
や
石
炭
を
長
期
契
約
し
て
い
る
。
中
国

や
イ
ン
ド
は
国
家
戦
略
で
買
い
漁
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
ゼ
ロ
か

ら
新
し
く
契
約
を
積
み
上
げ
る
の
は
実
は
大
変
難
し
い
。
省
エ
ネ

を
し
な
い
と
、
そ
も
そ
も
安
定
調
達
も
で
き
な
い
。
だ
か
ら
中
国

の
場
合
、
環
境
と
資
源
制
約
が
密
接
に
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

伊
藤　

国
内
で
も
の
す
ご
く
成
長
パ
ワ
ー
が
あ
る
の
に
調
達
で
苦

労
し
て
い
る
と
、
国
際
紛
争
に
つ
な
が
ら
な
い
か
。
か
つ
て
第
二

次
世
界
大
戦
も
資
源
争
奪
か
ら
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
。

村
田　

国
際
的
な
相
互
依
存
を
考
え
る
と
、
あ
る
程
度
の
経
済
規

模
と
国
際
的
ス
テ
ー
タ
ス
を
持
っ
て
い
る
国
の
間
で
、
資
源
を
め

ぐ
っ
て
武
力
行
使
が
行
わ
れ
る
可
能
性
は
少
な
い
。
戦
争
の
心
理

的
代
替
機
能
と
し
て
経
済
や
歴
史
解
釈
な
ど
非
軍
事
分
野
で
バ
ー

チ
ャ
ル
な
戦
い
は
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な

戦
い
は
相
当
ヘ
ッ
ジ
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

二
〇
一
〇
年
代
の
世
界
を
ど
う
展
望
す
る
か
？

Ｇ
20
へ
、世
界
が
多
極
化
す
る
な
か
で

グ
ロ
ー
バル
と
ロ
ー
カ
ル
の
せ
め
ぎ
あ
い
が
起
き
る

伊
藤　

で
は
、
二
〇
一
〇
年
代
の
世
界
を
ど
う
展
望
す
る
か
。
こ

れ
か
ら
十
年
、
何
が
大
き
な
ト
レ
ン
ド
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

村
田　

途
上
国
の
台
頭
と
先
進
国
の
後
退
の
話
が
出
ま
し
た
が
、

国
際
政
治
で
見
て
も
、
十
九
世
紀
は
マ
ル
チ
ポ
ー
ラ
ー
（
多
極
）

の
世
界
で
、
二
十
世
紀
半
ば
か
ら
米
ソ
二
極
に
な
り
、
冷
戦
終
結

後
は
ア
メ
リ
カ
の
単
極
。
そ
し
て
今
度
は
テ
ロ
と
の
戦
い
と
い
う

こ
と
で
、
ノ
ン
ポ
ー
ラ
ー
（
無
極
）
に
な
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

　

ノ
ン
ポ
ー
ラ
ー
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
趨
勢
と
し
て
は

再
び
多
極
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
昨
年
、
Ｇ
20
に

機
能
が
移
っ
た
こ
と
は
、
大
変
象
徴
的
な
出
来
事
で
し
た
。
か
つ

て
は
Ｇ
７
だ
け
で
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
七
〜
八
割
あ
っ
た
が
、
今
や

半
分
で
、
Ｇ
20
で
よ
う
や
く
八
割
。
Ｇ
７
の
枠
組
み
で
は
や
っ
て

い
け
ず
、
も
っ
と
大
き
な
枠
組
み
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
数
が
増
え
た
と
き
の
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
や
意
思
決

定
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
ま
だ
ま
だ
調
整
で
き
て
い
な
い
。
Ｇ
７
の
場
合

は
基
本
的
に
価
値
共
有
が
で
き
て
い
た
が
、
Ｇ
20
は
経
済
は
と
も

か
く
政
治
・
文
化
の
価
値
が
異
な
り
ま
す
か
ら
、
Ｇ
20
が
Ｇ
７
と

同
じ
程
度
に
機
能
す
る
か
ど
う
か
は
、
相
当
熟
練
や
調
整
を
要
す

る
だ
ろ
う
。
今
は
蛇
行
的
で
過
渡
的
な
状
況
で
す
ね
。

　

日
本
に
と
っ
て
苦
し
い
の
は
、
二
〇
〇
六
年
に
国
連
の
安
保
理

改
革
に
失
敗
し
て
政
治
分
野
で
我
々
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
増
や
す
こ

と
は
で
き
ず
、
Ｇ
20
に
な
っ
た
こ
と
で
経
済
分
野
で
も
プ
レ
ゼ
ン

ス
が
相
対
的
に
低
下
。
だ
か
ら
余
計
、
知
恵
と
総
合
力
を
活
用
し

た
外
交
を
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
き
に
来
て
い
ま
す
。

伊
藤　

大
き
な
枠
組
み
で
は
、
そ
う
い
う
方
向
か
と
思
い
ま
す
が
、

他
方
で
気
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
の
か

な
り
の
部
分
が
、
ロ
ー
カ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
に
置
き
換
わ
っ
て
き
て

い
る
。
つ
ま
り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
な
ど
で
経
済
自
由
化
を
議
論
す
る
と
調

整
が
難
航
す
る
が
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
Ｅ
Ｕ
、
あ
る
い
は
ア
ジ
ア
で

な
お
、
そ
の
他
の
主
要
国
の

順
位
は
、
16
フ
ラ
ン
ス
、
18

カ
ナ
ダ
、
19
ド
イ
ツ
、
20
イ

ギ
リ
ス
、
21
イ
タ
リ
ア
、
53

ロ
シ
ア
、
64
ブ
ラ
ジ
ル
、
144

イ
ン
ド
な
ど
。

Ｇ
20

ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ

ア
、
ド
イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
の
Ｇ

７
に
加
え
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ

シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
の
Ｂ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
メ
キ
シ
コ
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
、
韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ト

ル
コ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
。

一
人
あ
た
り

Ｇ
Ｄ
Ｐ
ラ
ン
キ
ン
グ

グローバルリーダーとしての再生が注目されるアメリカ（ホワイトハウス）

（千米ドル）

＊IMF「World Economic Outlook」（2009.10）の資料をもとに作成

1位：ルクセンブルク
2位：ノルウェー
3位：カタール
13位：アメリカ
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山家　 公雄　　 やまか　きみお
エネルギー戦略研究所 取締役研究所長

（エネルギー/環境/電気事業）
1956年山形県生まれ。東京大学経済学
部卒。日本開発銀行（現·日本政策投資
銀行）入行。エネルギー部電力室課長、
環境･エネルギー部課長、ロサンゼルス
事務所首席駐在員などを経て、05年地
域総合整備財団出向、07年日本政策
投資銀行調査部審議役、09年7月より現
職。著書『オバマのグリーンニューディール』

『日本型バイオエタノール革命』『ソーラ
ー･ウォーズ』『エネルギー・オセロゲーム』
など。
http://www.kepco.co.jp/insight/
content/column/column053.html

も
域
内
の
自
由
貿
易
協
定
な
ど
は
進
み
や
す
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に

合
意
が
必
要
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
過
程
で
ロ
ー
カ
ル
と
い
う
か
、

リ
ー
ジ
ョ
ン
が
出
て
く
る
。
問
題
が
複
雑
に
な
っ
て
く
る
と
、
グ

ロ
ー
バ
ル
で
エ
イ
ヤ
！
と
解
決
す
る
の
は
難
し
い
気
が
し
ま
す
。

村
田　

環
境
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
核
の
問
題
も
、
総
論
の
部
分
で
は

グ
ロ
ー
バ
ル
に
議
論
が
で
き
る
。例
え
ば
、「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
で
す
が
、
あ
る
段
階
ま
で
来
る
と
、
じ
ゃ

あ
イ
ラ
ン
は
ど
う
な
る
、
北
朝
鮮
は
ど
う
な
る
、
そ
れ
に
対
し
て

近
隣
諸
国
は
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
と
い
う
、
ミ
ク
ロ
の
視
点
も

重
ね
合
わ
せ
な
い
と
具
体
的
に
進
ま
な
い
。

電
気
の
流
れ
に
も
変
化
が
？

山
家　

国
際
社
会
が
節
目
を
迎
え
て
い
る
の
と
同
様
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
も
今
、
百
年
に
一
度
の
節
目
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
二
十
世

紀
最
大
の
発
明
が
電
気
で
、
電
気
が
文
明
や
産
業
を
支
え
て
き
た

が
、
こ
の
供
給
シ
ス
テ
ム
に
新
た
な
発
想
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
は
大
規
模
発
電
で
交
流
の
電
気
を
つ
く
り
、
交
流
の
流
通
で

段
階
的
に
電
圧
を
下
げ
な
が
ら
一
方
通
行
で
送
っ
て
い
ま
す
。
低

炭
素
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
安
定
し
て
電
気
を
供
給
す
る
こ
と

に
加
え
、
で
き
る
だ
け
Ｃ
Ｏ
２

を
出
さ
な
い
形
で
発
電
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
そ
の
大
き
な
役
割
を
担
う
の
は
も
ち
ろ
ん
原
子
力
で

す
が
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
今
後
増
え
て
き
ま
す
。
ま
た
、
消
費

者
の
低
炭
素
実
現
に
向
け
た
役
割
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば

消
費
者
が
自
宅
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
つ
け
た
り
、
電
気
自
動
車
が

普
及
す
れ
ば
、
自
ら
電
気
を
つ
く
っ
て
貯
め
る
時
代
に
も
な
る
。

　

た
だ
、
太
陽
光
と
か
バ
ッ
テ
リ
ー
は
直
流
で
、
こ
れ
が
交
流
の

世
界
に
入
っ
て
く
る
。
末
端
で
発
生
す
る
電
気
が
多
く
な
る
と
双

方
向
に
な
り
ま
す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
不
安
定
電
源
で
す
。
こ

う
し
た
状
況
下
で
は
、
制
御
が
大
変
で
、
下
手
を
す
る
と
停
電
が

起
き
る
。
低
炭
素
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
突
き
詰
め
る
と
、
そ
う
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
れ
を
う
ま
く
制
御
し
て
、
調
和
の
と
れ
た
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
が「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
」

議
論
の
本
質
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
と
い

う
言
葉
は
世
界
に
流
布
し
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
も
Ｅ
Ｕ
も
途
上

国
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
応
じ
て
視
点
が
少
し
違
う
し
、
日
本

版
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
も
ア
メ
リ
カ
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い

と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
き
ち
ん
と
し
た
定
義
づ
け
は
難
し
い
。

　

低
炭
素
時
代
は
基
本
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
電
気
に
シ
フ
ト
し
て

い
く
時
代
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
は
ず
。
そ
れ
を
狙
っ
て
、
ア

メ
リ
カ
が
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
と
セ
ッ
ト
で
打
ち
出
し
た
。

い
ち
早
く
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
れ
ば
、
世
界
に
輸
出
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
、
ア
メ
リ
カ
は
あ
な
ど
れ
な
い
。
環
境
対
策
を
超
え

た
、
す
ご
い
国
家
戦
略
が
そ
こ
に
あ
る
。

伊
藤　

そ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
に
結
び
つ
い
て
い

る
の
は
わ
か
り
ま
す
が
、
低
炭
素
社
会
を
踏
ま
え
た
世
界
経
済
の

持
続
的
発
展
の
可
能
性
を
考
え
る
と
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
と
太

陽
光
発
電
だ
け
で
全
部
解
決
で
き
る
と
は
思
え
な
い
。

山
家　

太
陽
光
と
電
線
だ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。
例
え
ば
ア
メ
リ

カ
の
自
動
車
産
業
再
生
は
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
構
築
の
可
否
に
か

か
っ
て
い
る
。

伊
藤　

電
気
自
動
車
？

山
家　

え
え
。
そ
れ
に
Ｉ
Ｔ
に
と
っ
て
も
膨
大
な
需
要
に
な
る
し
、

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
だ
け
で
な
く
家
電
製
品
の
標
準
化
に

も
つ
な
が
り
、
そ
こ
を
握
る
と
ア
メ
リ
カ
の
製
造
業
が
復
活
す
る

か
も
し
れ
な
い
わ
け
で
、
結
構
大
き
な
話
だ
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
に
代
わ
る
リ
ー
ダ
ー
は
当
面
見
あ
た
ら
ず

再
生
に
期
待
せ
ざ
る
を
得
な
い

村
田　

今
の
話
を
政
治
的
に
考
え
る
と
、
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
の
建

国
以
来
最
大
の
危
機
は
南
北
戦
争
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
ま
で

ア
メ
リ
カ
は
単
な
る
州
の
連
合
体
、
一
つ
の
国
と
い
う
認
識
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
が
南
北
分
裂
の
危
機
を
回
避
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は

一
つ
の
国
だ
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
、

急
速
に
工
業
発
展
を
遂
げ
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
が
震
源
地
に
な
っ

た
一
九
二
九
年
の
世
界
大
恐
慌
で
は
修
正
資
本
主
義
を
取
り
入
れ

て
資
本
主
義
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
ソ

連
の
計
画
経
済
と
対
峙
し
た
。
今
般
、
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
で
一
回
り
大
き
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
確
立

す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
が
再
び
力
強
く
甦
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
。

　

も
う
一
つ
、
今
後
の
世
界
を
誰
が
リ
ー
ド
し
て
い
く
か
と
い
う

と
き
に
、
中
国
が
ア
メ
リ
カ
に
取
っ
て
代
わ
る
と
か
、
Ｇ
２
・
米

中
の
枠
組
み
や
、
も
っ
と
マ
ル
チ
の
Ｇ
20
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
可

能
性
が
あ
る
。
し
か
し
中
国
の
経
済
成
長
が
続
く
に
し
て
も
、
中

国
が
国
際
公
共
財
を
提
供
し
て
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
行
動
す
る
か
は

疑
問
で
す
し
、
Ｇ
20
の
よ
う
な
マ
ル
チ
だ
と
非
常
に
コ
ス
ト
が
か

か
る
。
当
面
ア
メ
リ
カ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
依
存
せ
ざ
る
を
得

な
い
以
上
、
ア
メ
リ
カ
の
再
生
に
は
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

伊
藤　

よ
く
ド
ル
の
基
軸
通
貨
の
暴
落
な
ん
て
言
わ
れ
る
が
、
で

Ｗ
Ｔ
Ｏ

（W
orld Trade O

rganization

）

世
界
貿
易
機
関
。
各
国
が
自

由
に
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
貿
易
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
ル
ー
ル
（
＝
各
種

の
協
定
）
を
決
め
、
貿
易
障

壁
を
削
減
・
撤
廃
す
る
た
め

に
、
加
盟
国
間
の
貿
易
交
渉

の
場
を
提
供
す
る
国
際
機

関
。
九
五
年
成
立
。
現
在

百
五
十
三
カ
国
・
地
域
が
加

盟
。

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ

（North Am
erican Free Trade 

Agreem
ent

）

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ

シ
コ
間
で
結
ば
れ
た
「
北
米

自
由
貿
易
協
定
」。

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

対
象
と
な
る
地
域
や
目
的
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
概
念
を

持
つ
が
、
概
ね
「
従
来
か
ら

の
集
中
電
源
と
送
電
系
統
と

の
一
体
運
用
に
加
え
、
情

報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ

り
、
太
陽
光
発
電
等
の
分
散

型
電
源
や
需
要
家
の
情
報
を

統
合
・
活
用
し
て
、
高
効
率
、

高
品
質
、
高
信
頼
度
の
電
力

供
給
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目

指
す
も
の
」
を
指
す
と
考
え

ら
れ
る
。（
低
炭
素
電
力
供

給
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究

会
報
告
書
か
ら
）
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は
ユ
ー
ロ
が
ド
ル
に
代
わ
れ
る
か
と
い
う
と
、
今
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
む
し
ろ
弱
体
化
。
中
国
は
所
詮
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
ま
だ
世
界
の
一
割
だ

か
ら
、
中
国
通
貨
が
ド
ル
に
代
わ
る
な
ん
て
当
分
考
え
ら
れ
な
い
。

新
興
国
は
そ
れ
ぞ
れ
思
惑
が
違
う
の
で
一
つ
に
な
る
の
は
難
し
い
。

と
な
る
と
二
〇
一
〇
年
代
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
気
も
し
ま
す
。

村
田　

十
年
後
、
ア
メ
リ
カ
は
ポ
ス
ト
オ
バ
マ
の
時
代
。
そ
の
時

ア
メ
リ
カ
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
は
、
オ
バ
マ
の
八
年
間
が
ど
の

程
度
成
功
し
て
い
る
か
だ
と
思
う
ん
で
す
。
オ
バ
マ
政
権
下
で
ブ

ッ
シ
ュ
時
代
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
国
際
的
な
反
発
は
相
当
リ
カ

バ
ー
し
た
が
、
気
に
な
る
の
は
内
政
で
、
支
持
率
が
五
〇
％
を
切

っ
た
今
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
回
復
が
、
国

内
政
治
の
対
立
で
難
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

地
域
資
源
と
し
て
の
太
陽
光
や
風
力
を
使
いつつ

基
幹
イ
ン
フ
ラ
は
従
来
型
で
両
立
さ
せ
る

伊
藤　

山
家
さ
ん
、
二
〇
一
〇
年
代
、
世
界
全
体
の
低
炭
素
社
会

へ
の
体
制
づ
く
り
は
本
当
に
可
能
で
す
か
。

山
家　

二
〇
二
〇
年
は
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
で
は
中
期
目
標
の
設
定
年
。

こ
こ
に
向
け
、
世
界
で
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
に
ど
う
対
峙
し
、
ど

う
進
め
て
い
く
か
で
し
ょ
う
ね
。
例
え
ば
、
こ
こ
一
〜
二
年
、
Ｅ

Ｕ
は
、
環
境
も
そ
う
で
す
が
、
む
し
ろ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
に
も
の
す
ご
く
関
心
が
移
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
か
ら
の
天
然
ガ

ス
供
給
が
止
ま
る
か
も
し
れ
な
い
問
題
が
毎
年
の
よ
う
に
目
の
前

に
突
き
つ
け
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
効

率
は
悪
い
が
、
確
実
に
地
域
の
中
に
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
上
、
地
域
資
源
を
き
ち
ん
と
使
う
視
点
は
大
事
で
す
。
た

だ
、
そ
れ
に
は
グ
リ
ッ
ド
、
送
電
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
い

け
な
い
。
Ｅ
Ｕ
は
国
と
国
と
の
連
結
点
が
弱
く
、
北
に
風
力
、
地

中
海
に
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
真
ん
中
に
は
バ
イ
オ
マ
ス
が
あ
る
が
、

分
断
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
。
そ
れ
が
Ｅ
Ｕ
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
で
す
。

伊
藤　

Ｃ
Ｏ
２

排
出
大
国
の
中
国
な
ど
新
興
国
は
ど
う
で
す
か
。

山
家　

あ
る
意
味
、
新
興
国
こ
そ
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
良
さ
が

発
揮
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
と
か
先
進
国
は
既
に
イ
ン

フ
ラ
が
整
っ
て
い
る
が
、
新
興
国
は
電
線
な
ど
が
ま
だ
未
整
備
。

そ
の
と
き
、
わ
ざ
わ
ざ
膨
大
な
送
電
線
を
張
ら
な
く
て
も
、
一
番

手
っ
取
り
早
い
の
は
、
そ
こ
に
あ
る
風
力
、
太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ

ス
を
使
っ
て
発
電
し
、
バ
ッ
テ
リ
ー
だ
け
を
整
備
す
る
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
。
こ
れ
は
先
進
国
で
は
二
重
投
資
で
、
非
常
に
効
率
が
悪

い
が
、
途
上
国
は
ま
っ
さ
ら
だ
か
ら
自
由
に
絵
を
描
け
る
。

伊
藤　

だ
け
ど
、
そ
も
そ
も
新
興
国
は
温
暖
化
対
策
に
は
不
熱
心
。

山
家　

確
か
に
技
術
力
に
乏
し
い
新
興
国
は
、
現
実
問
題
と
し
て

使
い
や
す
い
化
石
燃
料
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
る
。

　

そ
の
際
、
日
本
の
火
力
発
電
の
効
率
は
世
界
最
高
で
、
徐
々
に

効
率
を
上
げ
て
い
く
技
術
は
す
ご
い
。
ア
メ
リ
カ
の
電
力
は
半
分

石
炭
な
の
で
、
そ
れ
を
日
本
の
一
番
効
率
の
高
い
発
電
所
に
全
部

置
き
換
え
れ
ば
、
Ｃ
Ｏ
２

は
か
な
り
減
る
。
と
こ
ろ
が
彼
ら
に
は
、

じ
わ
じ
わ
と
い
う
発
想
が
な
い
。
一
気
に
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
２

回
収
・

貯
留
）
と
か
、
何
か
飛
ぶ
ん
で
す
。
既
存
の
も
の
を
ベ
ー
ス
に
少

し
ず
つ
効
率
を
上
げ
て
い
く
日
本
的
な
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
ア

メ
リ
カ
よ
り
ア
ジ
ア
の
方
が
受
け
入
れ
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

　

一
方
で
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
ロ
ー
カ
ル
で
使
え
る
も
の
が
あ

る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
や
っ
て
い
く
。

伊
藤　

両
面
作
戦
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

山
家　

え
え
。
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
世
界

的
に
は
ロ
ー
カ
ル
で
完
結
す
る
グ
リ
ッ
ド
は
や
は
り
出
て
く
る
。

し
か
し
、
従
来
の
電
力
系
統
を
阻
害
し
な
い
よ
う
相
互
に
連
結
し
、

基
幹
イ
ン
フ
ラ
は
従
来
型
で
、
両
立
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

日
本
は
ど
う
動
け
ば
い
い
か
？

核
の
な
い
世
界
へ

原
子
力
平
和
利
用
の
経
験
を
生
か
す
戦
略
が
必
要
だ

伊
藤　

さ
て
、
そ
う
い
う
な
か
で
、
こ
れ
か
ら
国
際
社
会
で
日
本

は
ど
う
動
け
ば
い
い
で
す
か
？

村
田　

ア
メ
リ
カ
と
同
様
、
日
本
も
七
月
の
選
挙
次
第
で
、
二
〇

二
〇
年
に
向
か
う
十
年
は
民
主
党
の
時
代
か
も
し
れ
な
い
。
す
る

と
民
主
党
の
政
治
が
今
後
ど
れ
だ
け
成
熟
し
、
ど
れ
だ
け
ビ
ジ
ョ

ン
と
柔
軟
性
を
持
っ
た
外
交
を
展
開
で
き
る
か
が
重
要
に
な
る
。

　

そ
の
点
で
私
が
感
じ
る
の
は
、
民
主
党
政
権
は
、
地
球
温
暖
化

問
題
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
話
に
は
非
常
に
感
度
が
い
い
。
と
こ
ろ

が
、
イ
ン
ド
洋
で
の
海
上
自
衛
隊
の
給
油
問
題
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ

ル
で
な
く
ロ
ー
カ
ル
、
二
国
間
の
問
題
な
ど
で
は
、
自
民
党
と
の

違
い
を
出
し
た
い
と
い
う
力
学
も
働
い
て
い
る
の
で
は
。
グ
ロ
ー

バ
ル
課
題
と
二
国
間
課
題
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
さ
せ
な
い

と
、
こ
れ
か
ら
十
年
、
日
本
外
交
が
影
響
力
を
行
使
す
る
の
は
難

し
い
。

Ｃ
Ｃ
Ｓ

（C
arbon dioxide C

apture 
and Storage

）

Ｃ
Ｏ
２

回
収
・
貯
留
。
発
電

所
や
工
場
か
ら
出
る
Ｃ
Ｏ
２

を
回
収
し
、
地
中
や
海
洋
に

貯
留
す
る
技
術
。

アメリカや中国、東南アジア、日本など、アジア太平洋経済協力を進める「APEC」
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伊
藤　

ど
う
し
た
ら
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
？

村
田　

一
つ
は
当
然
、
経
験
を
積
む
こ
と
で
す
が
、
他
方
で
、
で

き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
の
精
査
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　

例
え
ば
オ
バ
マ
大
統
領
が
提
唱
す
る
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

は
、
日
本
が
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
戦
後
六
十
年
ず
っ
と
言
い
続

け
て
き
た
こ
と
。
日
本
外
交
は
し
ば
し
ば
対
米
追
随
と
言
わ
れ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
が
日
本
の
主
張
に
近

づ
き
つ
つ
あ
る
。
だ
か
ら
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
な
ん
で
す
。

　

で
は
、
核
を
持
た
な
い
国
が
、
核
の
な
い
世
界
の
実
現
に
向
け

て
、
一
体
何
が
で
き
る
の
か
。
抽
象
的
に
核
廃
絶
を
訴
え
た
り
、

平
和
を
願
う
心
を
唱
え
た
り
、
国
際
会
議
を
ホ
ス
ト
す
る
だ
け
で

は
、
十
分
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
発
揮
で
き
な
い
。
も
う
少
し
ブ

レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
し
て
考
え
た
と
き
、
核
の
な
い
世
界
の
実
現
に
必

要
な
こ
と
は
、
核
の
拡
散
を
阻
止
す
る
こ
と
と
、
原
子
力
の
平
和

利
用
を
安
定
的
な
も
の
に
す
る
。
こ
の
二
つ
が
あ
る
。

　

日
本
に
比
較
優
位
が
あ
る
の
は
、
明
ら
か
に
原
子
力
の
平
和
利

用
で
す
。
こ
の
分
野
で
、
日
本
は
経
験
と
蓄
積
と
技
術
を
持
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
国
際
的
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
を
、
も
っ
と
戦

略
的
に
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

目
標
達
成
よ
り
プ
ロ
セ
ス
が
大
事
な
ア
ジ
ア
共
同
体

伊
藤　

そ
の
意
味
で
、
非
常
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
東
ア

ジ
ア
共
同
体
で
す
。
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
以
降
、
ア
ジ
ア
は
自
ら
問

題
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
て
、
例
え
ば
ア
ジ
ア
全
域
の
Ｆ
Ｔ
Ａ

に
し
て
も
、
十
年
ほ
ど
前
に
日
中
韓
で
や
ろ
う
と
い
っ
て
、
民
間

の
動
き
で
終
わ
っ
て
い
た
が
、
今
度
、
産
官
学
で
始
ま
る
可
能
性

が
あ
る
。
教
育
で
も
、
ア
ジ
ア
版
エ
ラ
ス
ム
ス
計
画
み
た
い
な
形

で
、
ア
ジ
ア
で
二
つ
以
上
の
国
で
一
年
以
上
教
育
を
受
け
る
こ
と

で
、
ア
ジ
ア
人
を
育
て
る
動
き
が
始
ま
っ
た
。
航
空
も
、
ア
ジ
ア
・

オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
︱
︱
二
〇
一
〇
年
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
ワ
ン
ス
カ

イ
に
な
る
方
向
で
動
い
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
共
同
体
を
つ
く
ろ
う

と
す
る
と
大
変
な
作
業
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
地
に
つ
い
た
政
策

を
や
れ
ば
、
結
構
成
果
が
出
て
く
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

村
田　

賛
成
で
す
。
東
ア
ジ
ア
共
同
体
と
い
う
の
は
非
常
に
抽
象

度
の
高
い
話
、
高
邁
な
目
標
で
す
か
ら
実
現
で
き
な
い
と
い
う
批

判
は
多
い
が
、
こ
の
種
の
問
題
は
、
目
標
が
達
成
さ
れ
る
か
ど
う

か
よ
り
も
、
プ
ロ
セ
ス
が
大
事
で
す
。
高
邁
な
目
標
に
向
か
う
プ

ロ
セ
ス
で
、
機
能
別
、
地
域
別
に
信
頼
醸
成
が
で
き
て
く
る
。

　

例
え
ば
防
災
や
医
療
・
保
健
面
で
の
共
同
体
。
共
産
主
義
で
も

資
本
主
義
で
も
、
地
震
や
津
波
は
や
っ
て
き
ま
す
。
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
伝
染
性
の
疾
患
も
国
境
を
超
え
て
広
が
る
。
こ
う
い

う
も
の
に
対
し
、
地
理
的
に
近
接
し
た
国
々
が
協
力
し
て
対
策
を

と
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
、
私
は
や
る
べ
き
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
と
い
う
概
念
と
対
等
で
緊

密
な
日
米
関
係
を
ど
う
ブ
リ
ッ
ジ
し
て
相
互
に
プ
ラ
ス
効
果
を
持

た
せ
る
か
と
い
う
統
合
性
と
、
共
同
体
と
し
て
ど
の
分
野
で
具
体

的
に
協
力
し
て
い
く
か
と
い
う
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
戦
略
を
練
る

こ
と
。
そ
の
二
つ
が
今
後
の
外
交
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

伊
藤　

環
境
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
連
携
な
ど
は
ど
う
で
す
か
。

山
家　

例
え
ば
火
力
発
電
と
原
子
力
で
の
協
力
。
特
に
原
子
力
は

今
後
ア
ジ
ア
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
く
は
ず
な
の
で
、
平
和

利
用
先
進
国
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
こ
と
は
多
い
。

村田　 晃嗣　　 むらた　こうじ
同志社大学法学部教授

（外交史・安全保障政策）　
1964年神戸市生まれ。同志社大学法学
部卒、神戸大学大学院法学研究科博
士課程修了。米国ジョージ・ワシントン大
学留学。広島大学助教授を経て、2000
年同志社大学助教授、05年教授。日米
関係と東アジアの安全保障など研究。著
書『プレイバック1980年代』『アメリカ外交』
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ま
た
民
生
用
の
省
エ
ネ
の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
は
、
実
は
高
温
多
湿
地
域
で
特
に
効
力
を
発
揮
す
る
。

東
南
ア
ジ
ア
に
日
本
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
空
調
が
適
用
さ
れ
れ
ば
、

か
な
り
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
弱
点

は
、
ま
だ
初
期
投
資
が
高
い
。
だ
か
ら
製
造
コ
ス
ト
が
安
い
ア
ジ

ア
で
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
初
期
投
資
を
下
げ
れ
ば
、
一
気
に
普
及

す
る
。
そ
れ
は
日
本
に
も
い
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

伊
藤　

新
興
国
と
の
関
係
で
、
単
に
排
出
権
を
買
う
だ
け
で
な
く
、

む
し
ろ
技
術
で
支
援
す
る
形
に
す
れ
ば
、
そ
れ
は
回
り
回
っ
て
、

日
本
に
も
プ
ラ
ス
で
返
っ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。

百
年
に
一
度
の
人
材
危
機
、

経
済
だ
け
で
な
く
複
合
的
価
値
観
を
持
つ
人
材
育
成
を

伊
藤　

国
内
に
目
を
転
じ
、
日
本
の
国
情
を
踏
ま
え
た
現
実
的
で

実
効
あ
る
低
炭
素
社
会
を
つ
く
る
に
は
、
何
が
鍵
に
な
り
ま
す
か
。

山
家　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
、
も
う
一
つ
は
日
本
的
価
値
観
。
日
本

市
場
は
だ
ん
だ
ん
狭
く
な
る
の
で
、
市
場
を
世
界
に
求
め
て
い
く

視
点
で
の
技
術
開
発
が
大
き
な
柱
で
す
。
た
だ
、
ど
ん
な
に
頑
張

っ
て
も
技
術
に
限
界
が
あ
る
と
な
っ
た
と
き
、
や
は
り
生
き
方
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
話
に
な
る
。
足
る
を
知
る
と
か
自
然
と
の
共

存
と
い
う
日
本
的
価
値
観
を
、
う
ま
く
世
界
に
発
信
で
き
な
い
か
。

伊
藤　

世
界
に
発
信
す
る
前
に
、
そ
れ
が
日
本
に
で
き
ま
す
か
。

山
家　

私
、
実
は
今
、
長
野
に
住
ん
で
い
て
、
結
構
低
所
得
で
暮

ら
せ
ま
す
。
家
が
余
っ
て
い
る
か
ら
格
安
で
貸
し
て
く
れ
る
。
人

も
集
ま
っ
て
き
て
い
る
し
、
田
舎
に
住
む
こ
と
自
体
、
水
資
源
や

森
林
・
耕
地
維
持
な
ど
の
観
点
か
ら
も
価
値
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

東
ア
ジ
ア
共
同
体

東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
構
想

さ
れ
て
い
る
地
域
共
同
体
。

九
〇
年
代
初
頭
に
マ
レ
ー
シ

ア
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
が

提
唱
し
た
「
東
ア
ジ
ア
経
済

グ
ル
ー
プ
」
構
想
に
端
を
発

し
、
〇
二
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

首
脳
会
議
時
に
当
時
の
小
泉

首
相
が
共
同
体
構
築
を
呼
び

か
け
た
ほ
か
、
〇
九
年
の
民

主
党
政
権
で
も
共
同
体
構
想

を
打
ち
出
す
な
ど
、
国
に
よ

り
論
者
に
よ
り
多
様
な
定
義

が
な
さ
れ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
版
エ
ラ
ス
ム
ス
計
画

Ｅ
Ｕ
が
八
七
年
に
開
始
し
た

加
盟
国
間
の
大
学
間
交
流
協

定
等
に
よ
る
共
同
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
な
ら
い
、ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
で
単
位
互
換
制

度
を
中
心
に
大
学
生
や
教
員

の
留
学
・
交
流
を
進
め
よ
う

と
す
る
計
画
。
〇
八
年
に
日

本
政
府
が
打
ち
出
し
た
。

ア
ジ
ア
・
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ

ア
ジ
ア
の
航
空
自
由
化
構
想
。

二
国
間
路
線
へ
の
自
由
参
入

や
航
空
運
賃
自
由
化
な
ど
の

手
段
を
用
い
、
日
中
オ
ー
プ

ン
ス
カ
イ
を
は
じ
め
、
日
韓
、

日
印
、
日
ア
セ
ア
ン
な
ど
の

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
間
で
の
自

由
化
を
実
現
し
よ
う
と
い
う

構
想
。
〇
六
年
以
降
進
め
ら

れ
て
い
る
。
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新
規
雇
用
や
格
差
是
正
に
も
つ
な
が
る
。

伊
藤　

そ
れ
は
日
本
の
国
土
構
造
を
変
え
る
こ
と
で
す
よ
ね
。
み

ん
な
都
会
に
集
ま
る
の
で
な
く
少
し
散
ら
ば
る
。
だ
け
ど
、
そ
の

状
況
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
る
の
か
。
現
実
問
題
、
都
会
に
ど
ん
ど

ん
人
が
集
ま
っ
て
い
る
し
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
増
え
て
い
ま
す
。

村
田　

そ
の
意
味
で
は
、
九
〇
年
基
準
二
五
％
削
減
は
、
問
題
提

起
と
し
て
良
か
っ
た
。
大
胆
な
提
案
が
あ
る
こ
と
自
体
、
大
事
だ

と
思
う
ん
で
す
。
初
め
か
ら
現
実
に
固
執
し
て
、
可
能
な
範
囲
で

だ
け
議
論
し
て
い
る
と
、
人
間
の
発
想
は
変
わ
ら
な
い
。

　

た
だ
、
私
が
今
の
話
で
感
じ
た
の
は
、「
教
育
」
が
根
本
に
要

る
ん
で
す
ね
。
例
え
ば
、
日
本
が
先
進
的
な
技
術
を
開
発
し
て
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
た
め
に
は
、
高
等
教
育
で
の
最
先
端
研
究
に
十

分
投
資
し
て
、
そ
れ
が
ペ
イ
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
強
化
し
な
い
と

い
け
な
い
。
そ
し
て
先
進
的
な
技
術
を
供
給
す
る
人
を
育
成
す
る

と
同
時
に
、
グ
ッ
ド
ユ
ー
ザ
ー
を
育
て
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ

は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
関
係
し
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
の
問
題
は
、
我
々
の
生
活
や
価
値
観
、
歴

史
な
ど
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
だ
か
ら
、
国
際
競
争
に
勝
て
る
技

術
教
育
と
同
時
に
、
経
済
的
利
得
だ
け
で
な
い
別
の
価
値
観
を
育

む
複
合
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
。

　

今
、
日
本
が
直
面
し
て
い
る
の
は
、
い
わ
ば
「
百
年
に
一
度
の

人
材
危
機
」。
中
国
の
台
頭
を
考
え
て
も
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
し
か
経
済
、

外
交
を
考
え
ら
れ
な
い
日
本
で
あ
れ
ば
、
中
国
に
抜
か
れ
る
こ
と

は
必
定
な
わ
け
で
す
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
規
模
と
は
違
う
、
暮
ら
し
の
質
な

ど
多
様
な
観
点
か
ら
国
の
形
を
考
え
る
意
味
で
も
、
複
合
的
な
価

値
観
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

生
活
ス
タ
イ
ル
変
革
と
技
術
革
新
を
促
す

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
の
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム

伊
藤　

低
炭
素
社
会
づ
く
り
は
、
あ
る
意
味
で
地
球
規
模
の
資
源

配
分
の
大
き
な
変
化
で
す
よ
ね
。
つ
ま
り
、
生
活
ス
タ
イ
ル
を
変

え
、
都
市
の
構
造
を
変
え
、
使
う
技
術
を
変
え
る
。
人
類
の
歴
史

を
見
た
と
き
に
、
教
育
と
説
得
と
計
画
と
自
己
努
力
で
、
こ
れ
だ

け
の
こ
と
を
な
し
遂
げ
た
ケ
ー
ス
は
な
い
ん
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
人
間
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
奴
隷
で
す
。
ど
ん
な

に
環
境
が
大
切
と
思
っ
て
い
て
も
、
高
速
道
路
が
タ
ダ
な
ら
車
で

出
か
け
て
し
ま
う
。
と
な
る
と
、
一
人
ひ
と
り
の
個
人
な
り
企
業

に
と
っ
て
低
炭
素
社
会
こ
そ
得
で
あ
る
と
い
う
環
境
を
つ
く
る
し

か
な
い
。
そ
れ
に
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
れ
は
二
つ
意
味
が
あ
っ
て
、
低
炭
素
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

飛
び
つ
く
に
は
、
そ
う
い
う
暮
ら
し
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
。

も
う
一
つ
は
技
術
革
新
で
、
企
業
は
い
く
ら
も
の
を
安
く
つ
く
っ

て
も
存
続
で
き
な
い
。
ほ
か
の
企
業
に
な
い
新
技
術
を
生
む
技
術

競
争
に
よ
っ
て
、
初
め
て
生
き
残
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
か
ら
十
年
、

と
に
か
く
低
炭
素
で
な
い
と
企
業
は
生
き
残
れ
な
い
と
な
る
と
、

す
ご
く
違
っ
て
く
る
。
だ
か
ら
二
五
％
削
減
の
提
案
は
、
日
本
が

ど
こ
に
向
か
う
か
方
向
性
を
示
し
た
と
い
う
こ
と
。
方
向
が
変
え

ら
れ
な
い
な
ら
、
そ
こ
で
初
め
て
技
術
革
新
が
起
き
て
く
る
。

山
家　

二
五
％
削
減
は
〇
五
年
比
で
は
三
割
を
超
す
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
不
可
能
だ
と
思
い
が
ち
だ
が
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
人
に
言
わ

せ
る
と
、
太
陽
光
も
バ
ッ
テ
リ
ー
も
今
の
次
世
代
研
究
が
実
現
す

る
と
劇
的
に
変
わ
る
。
突
破
す
る
ネ
タ
は
あ
る
が
、
日
本
は
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
技
術
に
対
価
を
払
わ
な
い
の
で
実
現
で
き
な
い
ん
だ
と
。

伊
藤　

一
つ
素
朴
な
疑
問
は
、
一
九
九
〇
年
比
二
五
％
削
減
と
い

う
の
は
、
日
本
は
何
年
頃
の
生
活
に
戻
れ
ば
い
い
の
か
。
一
九
七

〇
年
な
の
か
、
七
五
年
な
の
か
、
八
〇
年
な
の
か
。
非
常
に
乱
暴

な
議
論
だ
け
れ
ど
も
、
一
九
八
〇
年
が
今
よ
り
も
特
に
不
幸
だ
と

は
思
え
な
い
。
当
時
に
比
べ
れ
ば
、
省
エ
ネ
技
術
は
数
多
く
あ
る
。

そ
の
点
に
も
う
少
し
目
を
向
け
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

環
境
・
貧
困
・
人
口
と
い
う

国
際
社
会
の
潮
流
を
視
野
に
日
本
の
動
き
方
を
考
え
る

村
田　

そ
れ
で
思
い
出
し
た
の
は
、「
殺
す
よ
り
も
盗
む
が
よ
く
、

盗
む
よ
り
も
だ
ま
す
が
よ
い
」と
い
う
チ
ャ
ー
チ
ル
の
言
葉
。「
殺

す
」
は
軍
事
力
の
発
動
、「
盗
む
」
は
経
済
的
搾
取
、「
だ
ま
す
」

は
価
値
や
イ
メ
ー
ジ
の
操
作
。
国
際
政
治
は
、
力
と
利
益
と
価
値

と
い
う
三
つ
の
体
系
か
ら
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

　

お
そ
ら
く
Ｇ
20
を
構
成
す
る
国
々
は
、「
殺
す
よ
り
も
盗
む
が

よ
い
」
と
い
う
段
階
ま
で
は
確
実
に
来
て
い
る
。
で
も
、
こ
の
先
、

「
盗
む
よ
り
も
だ
ま
す
が
よ
い
」（
価
値
共
有
）
に
行
け
る
か
ど
う

か
。
そ
の
と
き
に
、確
か
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
要
る
。
だ
け
ど
今
、

ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
る
エ
ピ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
︱
︱
知

的
共
同
体
が
国
境
を
超
え
て
広
が
っ
て
い
る
。
長
期
的
利
害
を
考

え
ら
れ
る
人
々
の
層
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
、「
だ
ま
す
が
よ
い
」

に
一
歩
近
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
層
を
拡
げ
る

意
味
で
も
、
教
育
に
対
す
る
投
資
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

伊
藤　

き
ょ
う
の
お
話
、
非
常
に
面
白
く
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

の
ト
レ
ン
ド
は
、
今
、
我
々
の
足
元
で
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。

ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
れ
た
頃
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
で
ど
う
や
っ
て
貿
易
自
由
化

や
投
資
の
活
性
化
を
図
る
か
と
い
う
話
だ

っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
十
年
を
考
え
た
と
き
、

キ
ー
ワ
ー
ド
は
一
つ
は
や
は
り
「
環
境
」

で
す
。
二
つ
目
は
、
テ
ロ
を
引
き
起
こ
し

か
ね
な
い
「
貧
困
」。
単
に
貧
困
国
に
対

す
る
人
道
的
問
題
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ

自
体
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
人
口
」。

こ
れ
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ト
レ
ン
ド
の
な

か
で
日
本
は
ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
な
い

と
、
こ
れ
か
ら
の
我
々
の
社
会
の
あ
り
方
、

国
の
あ
り
方
は
描
け
な
い
。

山
家　

低
炭
素
社
会
に
向
け
て
、
世
界

は
結
構
し
た
た
か
な
戦
略
を
立
て
て
い
る
。

日
本
も
、
低
炭
素
を
視
野
に
国
益
を
行
使
す
る
よ
う
な
戦
略
が
必

要
な
時
期
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

村
田　

日
本
が
難
し
い
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ト
レ
ン
ド
と
同
時

に
、
近
隣
に
北
朝
鮮
問
題
な
ど
極
め
て
二
十
世
紀
的
な
脅
威
が
併

存
し
て
い
る
こ
と
。
日
本
の
持
つ
リ
ソ
ー
ス
が
減
る
な
か
で
両
方

へ
の
対
処
が
必
要
で
、
非
常
に
苦
し
い
こ
と
は
確
か
で
す
。

伊
藤　

そ
れ
だ
け
に
日
本
の
力
が
試
さ
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
／
田
窪
由
美
子

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

空
気
中
な
ど
に
あ
る
熱
（
ヒ

ー
ト
）
を
汲
み
上
げ
（
ポ
ン

プ
）、
冷
暖
房
や
給
湯
に
利

用
す
る
シ
ス
テ
ム
。
自
然
の

熱
を
利
用
す
る
た
め
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
さ
れ

て
い
る
。

エ
ピ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

問
題
認
識
を
共
有
す
る
専
門

家
集
団
。
ア
メ
リ
カ
の
国
際

政
治
学
者
ピ
ー
タ
ー
・
ハ
ー

ス
の
定
義
に
よ
れ
ば
「
特
定

の
領
域
に
お
い
て
専
門
性
と

能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、

そ
の
領
域
内
で
政
策
に
関
連

す
る
知
識
を
正
統
に
主
張
し

う
る
専
門
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」。



　

芸
術
と
自
然
環
境
は
切
り
離
せ
な
い
。
十
九
世
紀
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン

派
や
印
象
派
の
画
家
た
ち
は
街
を
出
て
、
田
舎
で
創
作
に
打
ち
込
ん

だ
。
日
本
の
紫
式
部
も
千
年
前
、
琵
琶
湖
畔
の
石
山
寺
か
ら
月
を
眺

め
、
源
氏
物
語
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

私
も
ま
た
昼
と
な
く
夜
と
な
く
琵
琶
湖
を
巡
り
、
風
の
音
や
月
の
光

を
感
じ
る
こ
と
が
創
作
の
源
泉
だ
。

　

滋
賀
に
居
を
定
め
、
改
め
て
気
づ
い
た
の
は
、
こ
の
地
に
根
づ
く

循
環
思
想
だ
。
ヨ
シ
（
葦
）
は
そ
の
象
徴
か
も
し
れ
な
い
。
鳥
や
魚

の
産
卵
の
場
所
と
な
り
、
枯
れ
れ
ば
燃
や
さ
れ
て
畑
の
肥
料
と
な
る
。

そ
の
ヨ
シ
で
紙
を
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
、
墨
と
の
相
性
も
よ
い
。
そ
の

紙
に
私
は
何
枚
も
何
枚
も
琵
琶
湖
の
絵
を
描
い
た
。
芸
術
を
通
し
て

環
境
へ
の
関
心
を
高
め
た
い
と
「
湖
都
百
景
芸
術
大
賞
展
」
を
発
案

し
た
の
も
、
こ
の
地
に
暮
ら
し
た
か
ら
こ
そ
。
自
然
の
循
環
を
テ
ー

マ
に
全
国
か
ら
作
品
を
募
り
、
〇
八
年
に
は
北
京
で
も
展
示
を
行
っ

た
。

　

祖
国
中
国
は
今
、
欧
米
を
モ
デ
ル
に
急
速
に
経
済
成
長
を
遂
げ
て

い
る
が
、
環
境
へ
の
配
慮
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
敦
煌
の
近
く
に

あ
る
「
月げ
っ
か
せ
ん

牙
泉
」
は
三
日
月
型
の
美
し
い
湖
。
し
か
し
地
下
水
の
汲

み
上
げ
に
よ
り
、
年
々
そ
の
湖
面
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
の
は
悲
し

い
こ
と
だ
。

　

自
然
の
循
環
を
尊
重
し
て
い
る
場
所
に
は
、
素
晴
ら
し
い
風
景
が

存
在
す
る
。
そ
れ
は
大
切
な
自
然
遺
産
、
文
化
遺
産
で
あ
り
、
失
わ

れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
。
絵
描
き
は
微
力
か
も
し
れ
な
い
が
、
ア

ー
ト
で
人
の
心
に
訴
え
る
の
が
使
命
。
今
こ
そ
日
本
の
循
環
思
想
・

琵
琶
湖
の
循
環
モ
デ
ル
に
学
ん
で
ほ
し
い
―
―
こ
こ
琵
琶
湖
か
ら
、

祖
国
、
そ
し
て
世
界
に
向
け
て
伝
え
た
い
。

　

琵
琶
湖
と
の
出
会
い
は
、
来
日
直
後
の
二
十
年
以
上
前
。
仏
画
を

学
ん
で
い
た
私
に
、
知
人
た
ち
は
「
観
音
の
里
を
案
内
し
よ
う
」
と

言
っ
て
、
琵
琶
湖
を
ぐ
る
り
、
湖
北
の
方
ま
で
案
内
し
て
く
れ
た
。

自
然
の
な
か
に
佇
む
寺
や
仏
像
。
中
国
の
敦
煌
に
似
た
風
景
に
胸
を

打
た
れ
た
。

　

特
に
近
江
八
景
に
は
懐
か
し
さ
を
覚
え
た
。
中
国
で
古
く
か
ら
理

想
郷
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
「
瀟
し
ょ
う
し
ょ
う
湘
八
景
」
に
ち
な
ん
だ
も
の
と
い

う
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
そ
れ
よ
り
も
、
美
し
い
自
然
を
前
に
し
た
と

き
人
の
心
に
生
ま
れ
る
感
動
は
、
国
境
を
超
え
て
通
じ
る
の
だ
と
実

感
し
た
。

　

琵
琶
湖
と
の
二
度
目
の
出
会
い
は
十
年
前
。
あ
る
画
家
の
比
叡
山

麓
の
ア
ト
リ
エ
に
招
待
さ
れ
た
と
き
。
そ
こ
か
ら
は
、
琵
琶
湖
が
ま

る
で
庭
の
よ
う
に
見
渡
せ
る
。
自
分
も
こ
う
い
う
環
境
で
絵
を
描
き

た
い
。
そ
の
思
い
が
強
ま
っ
た
。
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神
戸
・
南
京
町

頭
や
ラ
ー
メ
ン
、
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
を
提
供
。

同
時
に
義
援
金
を
募
り
、
営
業
を
再
開
し
、

多
く
の
被
災
者
た
ち
の
胸
に
“
復
興
の

灯
”
を
と
も
し
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
神
戸
華
僑
歴
史
博
物
館
館
長
の

藍 

璞
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
震
災
直
後
、
神
戸
華

僑
の
子
弟
が
通
う
神
戸
中
華
同
文
学
校
が
避
難
所
と
し
て
被
災
し

た
周
辺
住
民
を
受
け
入
れ
、
地
域
の
人
々
と
の
親

密
さ
が
一
段
と
深
ま
っ
た
と
い
う
。

　
「
震
災
で
失
っ
た
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
楽
し
い
こ
と
は
一
緒
に
喜
び
、

悲
し
い
こ
と
も
一
緒
に
悲
し
み
、
み
ん
な
で
頑
張
っ
て

い
こ
う
、
と
い
う
気
持
ち
の
人
が
増
え
た
の
が
嬉
し
い
で
す
ね
」

（
曹
さ
ん
）

華
僑
が
世
界
で
一
番
「
現
地
化
」
し
た
ま
ち

　

神
戸
華
僑
の
歩
み
は
、
一
八
六
八
年
一
月
の
兵
庫
（
神
戸
）
開

港
と
と
も
に
始
ま
っ
た
。「
初
期
の
神
戸
華
僑
は
貿
易
関
係
や
居

留
地
関
係
の
洋
服
仕
立
、
理
髪
、
料
理
人
、
靴
職
人
な
ど
で
、
彼

ら
は
居
留
地
西
側
の
雑
居
地
に
暮
ら
し
始
め
ま
し
た
」（
藍
さ
ん
）。

　

そ
の
一
角
に
、
華
僑
向
け
の
食
材
市
場
と
な
る
南
京
町
が
誕
生
。

居
留
地
周
辺
が
賑
わ
い
、
華
僑
人
口
が
増
え
る
に
従
っ
て
、
神
戸

の
華
僑
社
会
も
発
展
し
た
。
明
治
半
ば
以
降
、
山
手
方
面
に
心
の

拠
り
所
と
な
る
関
帝
廟
や
、
中
華
会
館
、
華
僑
学
校
（
現
・
神
戸

中
華
同
文
学
校
）
を
開
設
。
南
京
町
に
は
店
が
増
え
、
漢
方
薬
や

「
神
戸
復
興
の
灯
」
を
と
も
す

　

神
戸
の
Ｊ
Ｒ
元
町
駅
東
口
か
ら
少
し
南
へ
。
ビ
ル
の
谷
間
に
建

つ
白
亜
の
長
安
門
を
く
ぐ
り
、
赤
や
黄
、
緑
な
ど
極
彩
色
に
彩
ら

れ
た
神
戸
南
京
町
に
入
る
。
南
京
町
広
場
を
中
心
に
東
西
、
南
北

に
伸
び
る
街
路
の
両
側
に
、
中
華
レ
ス
ト
ラ
ン
、
餃
子
や
豚
ま
ん
、

点
心
、
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
店
、
中
華
食
材
や
中
華
雑
貨
、
和
洋
食

レ
ス
ト
ラ
ン
、
中
国
茶
、
喫
茶
や
ス
イ
ー
ツ
、
漢
方
薬
な
ど
の
店

が
軒
を
連
ね
、
そ
ぞ
ろ
歩
き
す
る
だ
け
で
心
が
浮
き
立
っ
て
く
る
。

　

神
戸
南
京
町
は
日
本
三
大
中
華
街
の
一
つ
で
、
活
気
あ
る
“
異

国
情
緒
”
に
満
ち
て
い
る
。
し
か
し
、
南
京
町
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長
の
曹 

英
生
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
振
興
組
合
加
盟
店

九
十
五
軒
の
う
ち
、
中
国
系
と
日
本
系
の
割
合
は
ほ
ぼ
半
々
で
、

日
本
社
会
に
し
っ
か
り
と
根
づ
い
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
“
共
生
型
”

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
神
戸
南
京
町
の
人
々
の
心
意
気
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
た

の
が
九
五
年
一
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災
直
後
だ
っ
た
。

　
「
こ
の
ま
ま
だ
と
神
戸
も
人
口
流
出
し
か
ね
な
い
。神
戸
の
人
々

に
、
熱
い
も
の
を
食
べ
て
も
ら
い
、
早
く
元
気
に
な
っ
て
も
ら
お

う
と
、
振
興
組
合
で
炊
き
出
し
を
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
」
と

曹
さ
ん
は
振
り
返
る
。
被
害
が
比
較
的
軽
か
っ
た
南
京
町
で
は
、

炊
き
出
し
当
日
、
二
十
店
舗
近
く
が
屋
台
を
出
し
、
熱
々
の
饅

2324

明治開港以来の“共生型”チャイナタウン

❶旧暦で祝う中国の正月・春節祭の龍踊りで活躍する、中国特製の龍
❷まちかどの屋台、メニューを選ぶのも楽しみの一つ
❸南京町広場は休息や記念撮影のスポット
❹蒸しあがったばかりの包子やチマキを並べる屋台
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白
浜

雑
貨
な
ど
は
華
僑
商
人
が
、
生
鮮
食
品
や
乾
物
な
ど
は
日
本
人
商

人
が
扱
い
、
大
勢
の
買
い
物
客
で
賑
わ
っ
た
そ
う
だ
。

　

し
か
し
戦
争
で
神
戸
は
空
襲
に
遭
い
、
南
京
町
一
帯
も
焼
け
野

原
と
な
っ
た
。
戦
後
は
、
民
間
貿
易
の
再
開
で
港
湾
都
市
神
戸
が

復
興
、
貿
易
業
務
に
精
通
す
る
華
僑
た
ち
が
活
躍
し
た
。
も
っ
と

も
こ
の
頃
か
ら
、
神
戸
中
華
同
文
学
校
を
卒
業
後
、
家
業
を
継
が

ず
、
日
本
の
高
等
教
育
を
受
け
て
日
系
企
業
へ
就
職
す
る
若
者
も

増
え
た
。
藍
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
華
僑
社
会
の
日
本
化
が
進
ん
だ
わ

け
で
、「
世
界
で
一
番
現
地
化
し
た
の
が
神
戸
の
華
僑
だ
と
思
い

ま
す
」
と
言
う
。

　

戦
後
の
南
京
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
曹
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
少
年
期
、

南
京
町
に
は
外
国
人
バ
ー
以
外
、
一
軒
の
中
華
料
理
店
と
中
国
の

乾
物
店
く
ら
い
し
か
な
い
頃
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
七
〇
年
代
後
半
、

南
京
町
の
復
活
を
願
う
店
の
人
た
ち
が
南
京
町
商
店
街
振
興
組
合

を
結
成
。
区
画
整
備
事
業
を
始
め
、
八
五
年
秋
に
長
安
門
を
竣
工

さ
せ
た
。「
ハ
ー
ド
が
揃
っ
た
。
次
は
ソ
フ
ト
だ
、
と
青
年
部
を

中
心
に
春
節
祭
を
企
画
し
ま
し
た
」（
曹
さ
ん
）。
八
七
年
一
月
末

の
第
一
回
春
節
祭
に
は
四
日
間
で
二
七
万
人
の
観
光
客
が
集
ま
り
、

長
大
な
龍
踊
り
や
獅
子
舞
、
拳
法
演
武
、
中
国
舞
踏
な
ど
を
楽
し

み
、
南
京
町
は
一
躍
、
全
国
的
な
観
光
地
と
な
っ
た
。

　
「
中
国
で
は
今
も
正
月
は
旧
暦
で
祝
い
ま
す
。
春
節
祭
は
、
日

本
の
人
た
ち
に
中
国
文
化
を
知
っ
て
も
ら
う
い
い
機
会
で
す
」
と
、

藍
さ
ん
は
笑
っ
た
。 

ようこそ、温泉好きのアジア人観光客

25

ア
ジ
ア
発
、
関
空
・
白
浜
空
港
へ

　

前
日
午
後
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
白
浜
に
直
行
。
宿
泊
先
の
ホ

テ
ル
で
名
物
の
海
鮮
料
理
と
梅
樽
温
泉
を
堪
能
し
た
マ
カ
オ
か
ら

の
「
美
食
」
ツ
ア
ー
客
は
、
朝
八
時
半
、
ホ
テ
ル
を
出
発
。
名
所

千
畳
敷
や
三
段
壁
、
円
月
島
を
巡
っ
て
海
と
岩
が
織
り
な
す
雄
大

な
風
景
を
楽
し
み
、
北
上
し
て
、
和
歌
山
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
内
の

黒
潮
市
場
に
到
着
。
目
の
前
で
解
体
さ
れ
た
マ
グ
ロ
の
刺
身
に
舌

鼓
を
打
ち
、
み
か
ん
狩
り
の
の
ち
、
和
歌
山
城
を
見
学
。
そ
の
後
、

京
都
に
向
か
っ
た
。

　

和
歌
山
県
で
は
、
地
元
の
観
光
業
界
と
自
治
体
に
よ
る
、
海
外
、

特
に
ア
ジ
ア
で
の
積
極
的
な
観
光
客
誘
致
活
動
が
効
果
を
発
揮
。

和
歌
山
県
観
光
局
に
よ
れ
ば
、
温
泉
や
海
鮮
料
理
、
海
や
山
、
春

の
桜
や
秋
の
紅
葉
な
ど
が
好
評
で
、
〇
八
年
の
、
同
県
へ
の
外
国

人
観
光
客
（
宿
泊
者
延
べ
数
）
十
六
万
八
千
余
人
の
う
ち
、台
湾
、

香
港
、
韓
国
、
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
か
ら
十
二
万
一
千
余
人
と
、
七

割
以
上
を
占
め
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
か
ら
は
団
体
客
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

近
年
は
家
族
や
小
グ
ル
ー
プ
の
個
人
客
で
『
ク
エ
を
食
べ
た
い
』

『
温
泉
に
入
り
た
い
』『
ゴ
ル
フ
を
し
た
い
』『
世
界
遺
産
の
那
智

の
滝
を
見
た
い
』
と
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
を
持
っ
て
来
ら
れ
る
方
が

増
え
ま
し
た
」
と
白
浜
観
光
協
会
会
長
の
中
田 

力
さ
ん
は
語
る
。

　

中
田
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
主
要
ル
ー
ト
は
関
空
か
ら
だ
が
、
最
近

白浜の名所・円月島をバックに記念撮影するマカオからのツアー客

❶商売の神としても知られる、三国志の英雄・関羽を祀った関帝廟
❷神戸華僑の子弟が通う神戸中華同文学校
❸神戸華僑歴史博物館に展示されている、南京町の春節祭と中秋節のパンフレット
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は
中
部
国
際
空
港
か
ら
伊
勢
、
勝
浦
経
由
で
白
浜
に
入
り
、
関
空

か
ら
帰
国
す
る
台
湾
や
香
港
か
ら
の
観
光
客
も
少
な
く
な
い
と

か
。
ま
た
和
歌
山
県
に
よ
る
南
紀
白
浜
空
港
へ
の
国
際
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
誘
致
に
も
成
功
。
〇
九
年
一
月
か
ら
四
月
ま
で
の
四
カ

月
間
で
、
台
湾
か
ら
合
計
十
八
便
、
二
〇
九
四
人
が
来
訪
さ
れ
た
、

と
和
歌
山
県
南
紀
白
浜
空
港
管
理
事
務
所
総
務
課
長
の
生
駒
健
夫

さ
ん
は
言
う
。

　
観
光
客
誘
致
行
脚
と
名
物
づ
く
り

　

白
浜
の
観
光
業
界
が
初
め
て
台
湾
へ
観
光
客
誘
致
に
出
か
け
た

の
は
三
十
年
ほ
ど
前
。
豊
か
に
な
っ
た
日
本
人
が
国
内
観
光
か
ら

海
外
観
光
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
頃
だ
っ
た
。

　
「
外
国
の
方
々
は
、
ま
ず
東
京
や
京
都
な
ど
の
大
都
市
に
行
か

れ
ま
す
。
そ
こ
で
二
回
目
、三
回
目
は
ぜ
ひ
和
歌
山
の
温
泉
地
へ
、

と
訴
え
、
フ
ェ
リ
ー
会
社
と
提
携
し
、
東
京
か
ら
船
旅
を
楽
し
ん

で
も
ら
っ
て
那
智
勝
浦
港
に
入
り
、
白
浜
に
一
泊
。
帰
り
は
大
阪

の
日
本
橋
で
電
気
製
品
を
買
っ
て
帰
国
す
る
、
と
い
う
ル
ー
ト
を

つ
く
り
、
と
て
も
評
判
が
よ
か
っ
た
」（
中
田
さ
ん
）

　

以
後
、
白
浜
の
人
た
ち
は
、
香
港
、
韓
国
へ
と
誘
致
活
動
を
拡

大
。
九
四
年
、
ア
ジ
ア
路
線
の
充
実
す
る
関
西
国
際
空
港
が
開
港

し
、ア
ジ
ア
か
ら
の
来
訪
者
は
着
実
に
増
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

単
に
誘
致
活
動
を
す
る
だ
け
で
は
お
客
は
来
な
い
。
白
浜
で
は
、

地
道
に
観
光
基
盤
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

　

例
え
ば
、“
幻
の
魚
”
と
言
わ
れ
る
ク
エ
な
ど
、
い
く
ら
お
い

し
く
て
も
水
揚
げ
が
少
な
け
れ
ば
、“
名
物
”
と
し
て
訴
え
る
こ

白浜のホテルから観光バスに乗って、名所ツアーに出発
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アジアからのショッピングツアーのメッカ

30

買
い
物
客
を
惹
き
つ
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ま
ち

　

中
国
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
だ
ろ
う
か
。
黄
色
い
旗
を
持
っ
た
添
乗

員
を
先
頭
に
、
二
十
人
前
後
の
観
光
客
が
道
頓
堀
通
を
歩
き
、
戎

橋
筋
と
の
交
差
点
で
散
開
。
三
々
五
々
、
難
波
方
面
や
心
斎
橋
筋

方
面
、
ブ
ラ
ン
ド
店
が
並
ぶ
御
堂
筋
方
面
へ
向
か
っ
て
歩
き
だ
し

た
。
大
勢
の
通
行
客
に
交
じ
る
と
わ
か
ら
な
い
が
、
今
、
ミ
ナ
ミ

に
は
、
毎
日
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
グ
ル
ー
プ
や
個
人
観
光
客
が
詰
め

か
け
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
グ
ル
メ
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

戎
橋
筋
商
店
街
振
興
組
合
が
加
盟
店
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
売
上
の
何
割
か
は
ア
ジ
ア
か
ら
の

観
光
客
と
い
う
店
が
ほ
と
ん
ど
で
、
な
か
に
は
売
上
の
三
〜
四
割

を
占
め
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
ミ
ナ
ミ
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
目

立
つ
の
は
、ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア（
薬
や
化
粧
品
）や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
バ
ッ
グ
の
店
、
家
電
店
や
百
貨
店
な
ど
。
グ
ル

メ
で
は
、
道
頓
堀
界
隈
の
た
こ
焼
き
、
ラ
ー
メ
ン
、
寿
司
や
海
鮮

丼
な
ど
が
好
評
で
、
ク
チ
コ
ミ
で
広
が
る
一
方
と
か
。
同
じ
大
阪

で
も
、
キ
タ
と
違
っ
て
、
ミ
ナ
ミ
は
ア
ジ
ア
の
都
市
に
似
て
、
ど

こ
か
混
沌
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
人
々

は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
グ
ル
メ
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
自
体
を
楽
し

み
に
来
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
戎
橋
筋
商
店
街
振
興
組

合
の
活
性
化
事
業
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
山
本
英
夫
さ
ん
は
言
う
。

　

そ
ん
な
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
に
よ
り
楽
し
く
ま
ち
歩
き
を
体

と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
三
十
年
ほ
ど
前
、
中
田
さ
ん
た
ち
は
地

元
に
あ
る
近
畿
大
学
水
産
研
究
所
に
ク
エ
養
殖
法
の
開
発
を
依

頼
。
近
年
、
よ
う
や
く
地
元
の
名
物
料
理
と
し
て
確
立
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
市
に
働
き
か
け

て
、
白
良
浜
と
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
の
姉
妹
浜
提
携
を
実
現
。
相
互

の
観
光
交
流
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
の
人
々
に
白
浜

で
ワ
イ
キ
キ
気
分
を
味
わ
え
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
九
月
に
は
ハ
ワ
イ
ア
ン
デ
ー
を
設
け
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
発
表
ス
テ
ー
ジ
を
つ
く
る
計
画
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
で

は
韓
国
・
ソ
ウ
ル
近
郊
の
果
川
市
と
友
好
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ぶ

な
ど
、
今
後
の
観
光
客
誘
致
促
進
に
向
け
て
地
域
を
あ
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
「
観
光
地
も
進
化
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
東
ア
ジ
ア
の
方
々

が
日
本
に
来
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、白
浜
を
“
ハ
ブ
”

に
、
徳
川
御
三
家
の
本
拠
・
和
歌
山
城
や
、

世
界
遺
産
の
熊
野
、
那
智
勝
浦
へ
と
、
日
本

を
体
験
で
き
る
旅
を
提
案
し
て
い
ま
す
」

と
中
田
さ
ん
は
力
を
込
め
た
。

大
阪
・ミ
ナ
ミ

❶白浜名物の一つ、特産の梅漬け樽を再活用した、梅樽温泉
❷和歌山マリーナシティ内の黒潮市場でマグロの解体ショーを見学
❸みかん狩りを楽しむ

1
2

3

道頓堀を行く中国からのツアー客
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ら
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
へ
と
新
陳
代
謝
し
、

近
年
は
、週
末
、マ
ニ
ア
や
オ
タ
ク
向
け
の
店
が
並
ぶ
「
オ
タ
ロ
ー

ド
」
が
賑
わ
っ
て
い
る
、
と
か
。

　

そ
ん
な
な
か
、
同
振
興
組
合
で
は
、
〇
八
年
以
来
、
関
西
国
際

空
港
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
毎
年
九
月
に
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ポ
ッ
プ

カ
ル
チ
ャ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
。
〇
九
年
七
月
、
塩

田
さ
ん
た
ち
は
、
台
湾
最
大
の
ア
ニ
メ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
大

阪
へ
の
ツ
ア
ー
を
募
っ
た
と
い
う
。

　
「
韓
国
や
台
湾
、
中
国
の
若
者
の
間
で
、
日
本
の
ア
ニ
メ
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、音
楽
な
ど
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
注
目
さ
れ
、

ど
ん
ど
ん
浸
透
し
て
い
ま
す
。
日
本
に
は
、
秋
葉
原
だ
け
な
く
、

大
阪
の
日
本
橋
に
も
そ
ん
な
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
ま
ち
が
あ
る

こ
と
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
、
ア
ジ
ア
の
若
者
た
ち
を
呼
び
込
み
た

い
」
と
塩
田
さ
ん
。

　

日
用
品
か
ら
衣
料
、
雑
貨
、
家
電
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
ブ

ラ
ン
ド
品
ま
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
エ
リ
ア
で
多
様
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
が
満
喫
で
き
る
ミ
ナ
ミ
。
商
店
街
の
人
た
ち
は
き
ょ
う
も
ハ
ン

グ
ル
や
中
国
語
の
お
客
さ
ん
に
笑
顔
で
対
応
し
て
い
る
よ
う
だ
。

験
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
同
振
興
組
合
で
は
、
難
波
に
あ
る
専
門

学
校
の
留
学
生
と
教
員
た
ち
の
協
力
を
得
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

を
実
施
。外
国
人
客
が
来
店
し
や
す
い
接
客
ポ
イ
ン
ト
を
提
案
し
、

各
店
に
応
じ
た
接
客
ツ
ー
ル
や
外
国
語
表
記
マ
ッ
プ
を
作
成
し
活

用
し
て
い
る
。
実
際
、
老
舗
の
蒲
鉾
店
が
販
売
す
る
揚
げ
立
て
の

天
麩
羅
に
外
国
語
の
説
明
文
を
掲
示
し
た
と
こ
ろ
、
食
べ
歩
き
や

ホ
テ
ル
で
の
夜
食
用
に
購
入
す
る
ア
ジ
ア
の
お
客
が
増
え
始
め
た

と
か
。

　
「
異
国
へ
行
っ
た
ら
、
誰
で
も
異
国
文
化
に
触
れ
た
い
と
思
う

は
ず
。
受
け
入
れ
側
の
店
が
、
小
さ
な
工
夫
で
も
、
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
、
ミ
ナ
ミ
の
良
さ
、
面
白
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
ね
」（
山
本
さ
ん
）

家
電
も
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
も

　

ア
ジ
ア
か
ら
の
買
い
物
客
が
目
指
す
ミ
ナ
ミ
の
名
所
の
一
つ

が
、電
気
部
品
店
や
家
電
店
が
集
ま
る
日
本
橋
筋
商
店
街
界
隈
だ
。

最
新
の
情
報
家
電
を
選
ん
だ
り
、
地
区
内
に
あ
る
免
税
シ
ョ
ッ
プ

で
、
帰
国
前
に
カ
メ
ラ
や
時
計
、
貴
金
属
な
ど
を
買
っ
て
い
く
ア

ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
も
少
な
く
な
い
。

　

同
地
区
周
辺
に
は
専
門
学
校
に
学
ぶ
ア
ジ
ア
人
学
生
が
多
数
暮

ら
し
て
い
て
、
国
際
色
豊
か
な
若
者
の
ま
ち
と
し
て
の
側
面
も
あ

る
、
と
日
本
橋
筋
商
店
街
振
興
組
合
理
事
の
塩
田
浩
司
さ
ん
は
言

う
。
流
行
に
敏
感
な
若
者
の
集
ま
る
日
本
橋
筋
界
隈
は
、
塩
田
さ

ん
に
よ
れ
ば
、
九
〇
年
代
以
降
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト

へ
、
映
画
ビ
デ
オ
か
ら
ア
ニ
メ
ビ
デ
オ
、
ア
ニ
メ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
へ
、
さ

1 3

4

2 5

大
阪
・ミ
ナ
ミ

❶エネルギッシュなまち・大阪ミナミ、日本人に交じってアジア諸国からの観光客も多い
❷❸日本橋界隈には東南アジアからの若者も少なくない
❹電気部品店や家電店が集まる日本橋「でんでんタウン」
❺中国語やハングルの文字が目を惹く、戎橋筋商店街
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大
阪
大
学

理
工
系
分
野
を
目
指
す
留
学
生
が
多
い
こ
と
。
ま
た
、
中
国
や
韓

国
の
人
た
ち
は
同
じ
漢
字
圏
で
、
歴
史
的
・
文
化
的
つ
な
が
り
の

深
い
関
西
に
親
近
感
を
抱
い
て
い
る
こ
と
。

　
「
中
国
や
台
湾
の
留
学
生
は
、
留
学
前
に
日
本
語
を
き
ち
ん
と

学
ん
で
な
く
て
も
、
漢
字
を
見
れ
ば
大
体
意
味
が
掴
め
ま
す
。
ま

た
、
日
韓
両
言
語
は
文
法
的
に
近
い
の
で
韓
国
の
留
学
生
は
上
達

が
早
く
、『
夏
休
み
期
間
中
に
自
学
自
習
し
た
』
と
流
暢
な
日
本

語
で
話
し
、
何
年
も
日
本
語
を
学
ぶ
欧
米
か
ら
の
留
学
生
が
驚
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
三
牧
さ
ん
は
笑
う
。

　

さ
ら
に
か
つ
て
阪
大
に
留
学
し
、
母
国
の
大
学
や
研
究
機
関
で

活
躍
す
る
“
先
輩
”
に
勧
め
ら
れ
て
、
と
い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
い
。
三
牧
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
大
学
院
に
入
る
と
、
研
究

室
の
教
員
の
指
導
や
院
生
の
手
助
け
を
得
て
、
自
分
で
研
究
計
画

を
立
て
、
自
分
の
や
り
た
い
研
究
に
取
り
組
む
力
が
し
っ
か
り
と

身
に
つ
く
た
め
、
留
学
へ
の
期
待
が
大
き
い
と
い
う
。

地
域
ぐ
る
み
の
留
学
生
支
援

　

そ
う
し
た
な
か
、
阪
大
に
学
ぶ
留
学
生
の
日
本
語
習
得
と
交
流

や
生
活
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
留
学
生
セ
ン
タ
ー
だ
。

　

留
学
生
に
、
限
ら
れ
た
時
間
で
留
学
目
的
達
成
に
不
可
欠
な
日

本
語
を
い
か
に
習
得
し
て
も
ら
う
か
。
と
り
わ
け
大
学
院
進
学
を

目
指
す
大
多
数
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
に
は
、
専
門
科
目
の
授

業
を
理
解
し
、
日
本
語
で
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
と
い
っ
た
、
大
学
院

入
学
後
に
必
要
と
な
る 

“
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
”
な
日
本
語
教
育
に
力

を
注
い
で
い
る
、
と
日
本
語
教
育
部
門
担
当
の
三
牧
さ
ん
は
強
調

実
学
、
漢
字
と
い
う
共
通
点

　

各
国
の
留
学
生
が
つ
く
っ
た
母
国
料
理
を

味
わ
い
な
が
ら
留
学
生
同
士
や
日
本
人
学
生

と
の
交
流
を
深
め
る
「
世
界
の
料
理
パ
ー
テ
ィ
」、
世
界

各
地
か
ら
の
短
期
留
学
生
が
母
国
と
母
校
を
紹
介
す
る

「M
y C

ountry, M
y U

niversity

」、
学
部
所
属

の
留
学
生
と
一
般
学
生
を
対
象
と
す
る
「
多

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
公
開
授
業
︱
︱
晩
秋
の
大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
阪
大

留
学
生
セ
ン
タ
ー
提
供
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た
。
中
心
と
な
っ

た
の
が
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
留
学
生
だ
っ
た
。

　

〇
九
年
五
月
時
点
で
、
大
阪
大
学
在
学
の
全
留
学
生
一
四
五
五

人
の
う
ち
ア
ジ
ア
の
留
学
生
は
七
七
％
。
学
部
生
な
ら
約
九
割
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
別
に
見
る
と
、
中
国
四
四
三
人
、
韓
国

二
一
五
人
、
タ
イ
九
二
人
、
ベ
ト
ナ
ム
七
九
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

六
四
人
、
台
湾
六
三
人
、
マ
レ
ー
シ
ア
五
三
人
な
ど
が
上
位
を
占

め
る
。

　

な
ぜ
、多
く
の
ア
ジ
ア
人
留
学
生
が
阪
大
に
や
っ
て
来
る
の
か
。

留
学
生
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
（
教
授
）
の
三
牧
陽
子
さ
ん
に

よ
れ
ば
、
一
つ
は
、
実
学
志
向
の
強
い
ア
ジ
ア
で
、
最
先
端
の
研

究
や
技
術
を
身
に
つ
け
よ
う
と
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
阪
大
の

留学生を“熱烈歓迎”❶留学生交流情報室で母国語の新聞を読むタイからの留学生
❷「My Country, My University」で自国紹介をする台湾からの留学生たち
❸「多文化コミュニケーションプロジェクト」の公開授業には多くの留学生が参加
❹互いの母国料理を味わいながら交流を深める「世界の料理パーティ」

1

2

4

3
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す
る
。
ま
た
、
短
期
留
学
生
を
中
心
に
、
留
学
生
は
総
じ
て
大
阪

で
の
生
活
文
化
に
好
意
的
だ
、
と
か
。「
み
ん
な
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
大
阪
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
が
す
ご
く
好
き

で
、
大
阪
に
来
て
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
ま
す
」（
三
牧
さ
ん
）。

　

留
学
生
の
交
流
や
生
活
支
援
は
、
吹
田
、
豊
中
、
箕
面
各
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
留
学
生
交
流
情
報
室
（
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
）
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
や
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ア
ー
を
は
じ
め
多
様
な
交
流
会
を
開
催
。
ま
た
、
地

域
に
は
留
学
生
を
家
庭
に
招
い
た
り
、
日
本
語
教
室
を
開

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
と

協
力
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
留
学
生
を
支
援
し
て
い
る
、
と
同
セ

ン
タ
ー
交
流
指
導
部
門
（
教
授
）
の
有
川
友
子
さ
ん
は
言
う
。
ユ

ニ
ー
ク
な
の
は
、
地
域
の
小
・
中
・
高
校
の
国
際
理
解
教
育
へ
の

参
画
だ
。
当
日
、
生
徒
た
ち
は
事
前
に
調
べ
た
留
学
生
の
母
国
に

つ
い
て
発
表
。
留
学
生
た
ち
は
自
国
の
言
葉
や
音
楽
、
踊
り
な
ど

を
実
演
し
て
楽
し
く
交
流
し
、
互
い
の
国
際
理
解
に
大
い
に
役

立
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

留
学
生
セ
ン
タ
ー
長
（
教
授
）
の
菊
野 

亨
さ
ん
は
、
世
界
の

料
理
パ
ー
テ
ィ
会
場
で
留
学
生
と
一
般
学
生
が
楽
し
く
食
べ
、
語

り
合
う
光
景
を
眺
め
な
が
ら
、「
留
学
生
受
け
入
れ
目
的
の
半
分

は
、
一
般
学
生
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
留
学
生
と
交
流
し
、
国
際
的
な

視
野
の
な
か
で
学
問
研
究
を
深
め
て
く
れ
る
こ
と
だ
」
と
言
う
。

　

な
お
、〇
九
年
度
、大
阪
大
学
が
「
国
際
化
拠
点
整
備
事
業
（
グ

ロ
ー
バ
ル
30
）」
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、留
学
生
セ
ン
タ
ー

は
今
年
度
中
に
「
国
際
教
育
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
名
称
を
変

え
、
一
〇
年
度
か
ら
受
け
入
れ
留
学
生
倍
増
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●

　

明
治
開
港
以
来
、
神
戸
華
僑
社
会
の
発
展
と
と
も
に
育
っ
て
き

た
共
生
型
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
「
南
京
町
」、
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
と
し

て
賑
わ
う
「
白
浜
」、
ア
ジ
ア
か
ら
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
メ
ッ
カ

と
し
て
注
目
を
集
め
る
「
大
阪
ミ
ナ
ミ
」、
千
人
を
超
え
る
ア
ジ

ア
の
留
学
生
が
最
先
端
研
究
に
挑
ん
で
い
る
「
大
阪
大
学
」
︱
︱

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
の
人
々
が
暮

ら
し
、
訪
れ
、
学
び
、
触
れ
合
う
な
か
で
、
ア
ジ
ア
の
一
員
と
し

て
の
関
西
の
新
た
な
生
き
方
が
育
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

取
材
・
撮
影
／
伊
田
彰
成
　
編
集
／
田
窪
由
美
子

❶大阪大学留学生センターのある、吹田キャンパスのICホール
❷吹田キャンパスで語り合うアジアからの留学生たち

1
2

灯
り
――

そ
れ
は

そ
こ
に
暮
ら
し
が
あ
る
証

さ
ま
ざ
ま
な
心
模
様
が
描
か
れ

物
語
が
紡
が
れ
て
い
る
証

迎
え
て
く
れ
る
灯
り

見
送
っ
て
く
れ
る
灯
り

そ
し
て
見
守
っ
て
く
れ
る
灯
り

街
そ
れ
ぞ
れ
に
灯
り
が
あ
り

人
そ
れ
ぞ
れ
に

心
に
残
る
灯
り
が
あ
る

そ
の
一
つ
の
物
語

36



神
戸
に
育
っ
た
私
に
と
っ
て
、
灯
り
と
い
え
ば

「
夜
景
」。
温
か
い
光
に
包
ま
れ
た
街
を
眺
め

て
は
、
人
々
の
暮
ら
し
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
。

　

そ
の
光
景
が
一
変
し
た
の
は
、
十
五
年
前
、
阪
神
淡
路
大

震
災
の
時
だ
。
当
た
り
前
だ
っ
た
日
常
は
一
瞬
で
崩
れ
た
。

六
甲
の
自
宅
は
か
ろ
う
じ
て
無
事
だ
っ
た
も
の
の
、
見
下
ろ

す
神
戸
の
街
は
灰
色
の
煙
に
包
ま
れ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
火

も
見
え
た
。
建
物
は
壊
れ
、
街
灯
も
な
く
、
夜
に
な
る
と
街

は
真
っ
暗
。
電
気
が
な
い
と
、
こ
ん
な
に
暗
い
の
か
と
実
感

し
た
。
瓦
礫
に
埋
も
れ
た
街
の
暗
闇
は
、
恐
怖
だ
っ
た
。

　

悲
惨
な
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
頭
の
中
は
真
っ
白
。

記
憶
は
曖
昧
だ
が
、
電
気
が
つ
い
た
の
は
意
外
に
早
か
っ
た

気
が
す
る
。
待
ち
か
ね
て
い
た
母
は
、「
つ
い
た
わ
！
」
と

大
喜
び
。
私
に
は
ま
だ
、
手
放
し
で
喜
ぶ
余
裕
は
な
か
っ
た
。

活
動
の
場
を
失
い
、
余
震
に
お
び
え
る
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。

　

で
も
、
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
た
。
家
族
を
失
っ
た
人
、
テ
ン
ト
で
暮
ら
す
人
。
自
分
よ

り
大
変
な
人
は
大
勢
い
た
。
小
さ
な
こ
と
で
も
、
私
に
で
き

る
こ
と
を
し
て
い
こ
う
―
―
そ
う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

歌
う
う
え
で
も
、
生
活
の
な
か
で
も
、「
人
の
役
に
立
っ
て

い
る
か
」
を
優
先
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
と
き
の

経
験
が
き
っ
か
け
だ
。

　

復
興
ま
で
の
道
は
長
か
っ
た
。
六
甲
か
ら
見
る
夜
景
に
光

が
戻
っ
て
き
て
も
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
真
っ
暗
な
ま
ま
の
場
所

が
あ
る
。
そ
れ
を
辛
い
気
持
ち
で
眺
め
て
い
た
。
私
の
家
は

高
台
だ
か
ら
、
大
阪
ま
で
見
え
る
。
大
阪
の
夜
景
は
、
以
前

と
変
わ
ら
な
い
。
光
の
量
が
違
う
の
が
切
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
経
験
を
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。「
街
の
灯
り
」

の
歌
を
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
す
る
際
、
灯
り
の
あ
る
風
景
が

次
々
に
現
れ
る
Ｃ
Ｍ
映
像
を
見
た
時
は
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
。
そ
れ
は
、
た
だ
の
美
し
い
街
灯
り
の
光
景
で
は
な

く
、
私
に
と
っ
て
は
「
戻
っ
て
き
た
灯
り
」。
今
も
ラ
イ
ブ

の
締
め
く
く
り
に
は
、「
街
の
灯
り
」
を
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
み
ん
な
が
温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
る
曲
に

出
会
え
た
こ
と
を
、
幸
せ
に
思
う
。

　

太
陽
や
月
の
光
は
、
自
然
が
与
え
て
く
れ
る
も
の
。
そ
れ

に
対
し
て
電
気
の
光
は
、
人
の
手
な
く
し
て
は
私
た
ち
の
も

と
に
届
か
な
い
。
自
然
の
光
が
天
使
か
ら
の
愛
だ
と
す
れ
ば
、

電
気
の
灯
り
は
、
人
の
思
い
や
り
が
こ
も
っ
た
も
の
だ
。
だ

か
ら
こ
そ
、
夜
景
も
街
の
灯
り
も
、
こ
ん
な
に
愛
お
し
く
感

じ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

3738

戻ってきた灯りに感じた
人の温かさ
SAKURA  

シンガー

SAKURA　さくら　シンガー
1972年スイス生まれ。大阪、神戸で育ちイ
ンターナショナルスクールで学ぶ。シアトル
大学留学を経て帰国後、英語教師をしな
がらライブで経験を重ね、97年メジャーデ
ビュー。06年関西電力CM曲「街の灯り」
をカヴァー。神戸を拠点に音楽活動を行
っており、2010年1月17日には兵庫県立
文化体育館での「震災メモリアルコンサー
ト」にスペシャルゲストとして出演予定（お
問い合わせ：同体育館078-631-1701）。
http://www.singer-sakura.com/
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グ
ロ
ー
バ
ル・
イ
シ
ュ
ー
を
解
決
す
る

「
助
っ
人
」

　

現
在
、
世
界
百
五
十
カ
国
が
加
盟
す
る
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）
は
、
一
九
五
三
年
の
ア

イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
米
大
統
領
の
国
連
演
説
「A

tom
s 

for Peace

」
を
受
け
、
五
七
年
、「
原
子
力
の
軍

事
転
用
防
止
」
と
「
原
子
力
の
平
和
利
用
促
進
」

と
い
う
二
つ
の
目
的
を
掲
げ
て
発
足
し
た
。
そ
れ

か
ら
半
世
紀
以
上
を
経
た
今
日
、
改
め
て
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
の
役
割
と
は
何
か
と
問
わ
れ
た
ら
、
私
は
「
原

子
力
技
術
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・

イ
シ
ュ
ー
（
地
球
規
模
の
課
題
）
の
解
決
に
寄
与

し
て
い
く
こ
と
」
と
答
え
た
い
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
と
は
何
か
と
言
え

ば
、
一
つ
は
、「
核
不
拡
散
」
や
「
核
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
」
と
い
っ
た
世
界
の
安
全
保
障
に
関
わ
る
問

題
。
〇
九
年
四
月
オ
バ
マ
米
大
統
領
が
プ
ラ
ハ
で

「
核
兵
器
な
き
世
界
を
目
指
す
」
と
表
明
し
、
世

界
は
よ
う
や
く
核
廃
絶
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た

ＩＡＥＡの役割と
原子力平和利用国家・日本への期待

天野之弥　ＩＡＥＡ事務局長

が
、
今
後
各
国
が
核
軍
縮
を
進
め
る
過
程
で
は
、

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
よ
う
な
中
立
的
な
国
際
機
関
に
よ
る

検
証
が
不
可
欠
だ
。

　

次
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
。
化
石
燃
料
に
限

界
が
あ
る
な
か
、
原
子
力
平
和
利
用
の
中
核
「
原

子
力
発
電
」
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上

重
要
な
だ
け
で
な
く
、
今
や
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
２

を

出
さ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
地
球
温
暖
化
問
題

解
決
へ
の
一
助
に
な
る
と
い
う
期
待
も
高
ま
っ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
世
界
的
な
食
料
危
機
や
水
問
題
に
対

し
て
も
、「
放
射
線
技
術
（
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
に
よ

る
ト
レ
ー
サ
ー
技
術
）」
を
用
い
れ
ば
、
地
下
水

の
循
環
を
推
定
で
き
る
し
、
品
種
改
良
に
よ
る
食

料
増
産
や
保
存
性
向
上
、
病
害
虫
の
撲
滅
な
ど
に

も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
近
年
、
途
上
国
で
の
が
ん
発
症
率
が
激
増

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
な
に
も
途
上
国
の
人
が
急

に
が
ん
に
罹
り
や
す
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

検
診
設
備
が
整
い
始
め
た
こ
と
で
発
見
さ
れ
や
す

く
な
っ
た
こ
と
が
主
た
る
理
由
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
人
の
命
の
重
さ
に
先
進
国
も
途
上
国
も
な
い
。

今
後
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
放
射
線
治
療
の
恩
恵

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
安
全
保
障
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
問
題
、
食
料
問
題
、
水
問
題
、
保
健
医
療
の
問

題
ま
で
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
山

の
よ
う
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
い
ず
れ
の
問
題
も

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
だ
け
で
解
決
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

相
応
の
貢
献
は
可
能
だ
と
自
負
し
て
い
る
し
、
ま

た
そ
う
で
な
け
れ
ば
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
将
来
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
「
核
の
番
人
」
な
ど
と
呼

ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
私
は
む
し
ろ
原
子

力
技
術
を
通
じ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
解
決

の
「
助
っ
人
」
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

原
子
力
ル
ネ
サ
ン
ス
の

潮
流
の
な
か
で

　

世
界
で
は
今
、「
原
子
力
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
呼

ば
れ
る
原
子
力
発
電
再
評
価
の
動
き
が
広
が
っ
て

い
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
一
部
の
地
域
や
特
定
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
依
存
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
、
化
石
燃
料

価
格
の
高
騰
へ
の
不
安
、
地
球
温
暖
化
問
題
の
深

刻
化
な
ど
、
複
数
の
理
由
が
あ
り
、
国
に
よ
っ
て

動
機
も
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
世
界
的
に
原
子
力
発
電

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
二
〇
〇
九
年
時
点
で
、
原
子
力
発
電
所
は
世

界
三
十
カ
国
一
地
域
で
運
転
さ
れ
て
お
り
、
う
ち

十
七
カ
国
、
新
た
に
七
カ
国
で
新
規
の
建
設
・
計

画
が
進
ん
で
い
る
（「
世
界
の
原
子
力
発
電
開
発

の
動
向
２
０
０
９
」
よ
り
）
し
、
強
い
関
心
を
示

し
て
い
る
国
も
多
数
あ
る
。

　

こ
う
し
た
国
々
に
対
し
、
原
子
力
安
全
、
核
不

拡
散
、
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
の
観
点
か
ら
お
手

伝
い
す
る
の
が
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
役
割
だ
。
た
だ
し
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
は
加
盟
国
の
希
望
に
沿
っ
た
手
助
け
を
す

る
だ
け
で
、
原
子
力
を
導
入
す
る
か
否
か
は
各
国

の
判
断
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
本
部
を
置
く
オ
ー
ス
ト
リ

IAEA本部（ウィーン）

天野之弥　あまの　ゆきや
ＩＡＥＡ事務局長
1947年神奈川県出身。東京大学法学部卒業後、72年外務省入省。
国際連合局科学課長、軍縮会議日本政府代表部参事官、在マル
セイユ日本国総領事館総領事、大臣官房審議官（軍備管理・科
学審議官組織）、総合外交政策局軍縮不拡散・科学部長などを
経て、05年在ウィーン国際機関日本政府代表部大使。この間、ＩＡ
ＥＡ理事会議長、2010年NPT運用検討会議第一回準備委員会
議長などを務める。09年8月核不拡散・原子力担当大使、12月より
現職。

世
界
の
原
子
力
平
和
利
用
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ（
国
際
原
子

力
機
関
）。
エ
ル
バ
ラ
ダ
イ
氏
の
後
を
受
け
、

二
〇
〇
九
年
十
二
月
、第
五
代
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
事

務
局
長
に
就
任
し
た
天
野
之
弥
氏
に
、Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
の
今
日
的
役
割
と
日
本
へ
の
期
待
に
つ
い
て
、

話
を
聞
い
た
。

©JOE KLAMAR/AFP/gettyimages
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ア
は
豊
富
な
水
力
資
源
が
あ
る
こ
と
か
ら
原
子
力

を
選
択
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ

が
自
国
の
状
況
に
照
ら
し
て
決
め
る
と
い
う
わ
け

だ
。

　

今
後
の
見
通
し
だ
が
、
十
〜
十
五
年
程
度
の
中

期
的
ス
パ
ン
で
見
れ
ば
、
実
際
に
原
子
力
発
電
が

大
き
く
増
え
る
の
は
、
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
既
に

原
子
力
を
進
め
て
い
る
国
が
中
心
だ
ろ
う
。
こ

れ
ま
で
全
く
原
子
力
発
電
の
経
験
が
な
い
国
で

導
入
が
大
き
く
進
む
の
は
、
二
十
年
ほ
ど
先
の

二
〇
三
〇
年
頃
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

新
た
に
原
子
力
発
電
に
取
り
組
む
、
こ
れ
ら
の

国
に
お
い
て
、
今
は
大
切
な
「
準
備
期
間
」。
今

か
ら
二
十
年
後
に
原
子
力
が
飛
躍
的
に
伸
び
る
か

ど
う
か
は
、
今
後
十
年
間
で
ど
れ
だ
け
人
材
育
成

で
き
る
か
、
安
全
文
化
を
定
着
で
き
る
か
、
組
織

や
制
度
を
き
ち
ん
と
整
備
で
き
る
か
に
か
か
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
基
礎
を
し
っ
か
り
築
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
二
〇
三
〇
年
頃
に
は
よ
り
多
く
の
国

が
、
よ
り
安
全
な
形
で
原
子
力
発
電
の
恩
恵
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

私
の
任
期
中
に
ど
こ
ま
で
実
現
で
き
る
か
わ
か

ら
な
い
が
、
ま
ず
は
基
礎
づ
く
り
に
全
力
を
注
ぎ
、

目
に
見
え
る
形
で
、
一
カ
国
で
も
二
カ
国
で
も
途

上
国
で
の
成
功
モ
デ
ル
を
つ
く
り
た
い
。

平
和
利
用
に
徹
し
た
四
十
年
の

経
験
を
世
界
へ

　

今
後
、
新
た
に
原
子
力
発
電
を
導
入
す
る
国
で

の
基
礎
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
と
り
わ
け

ま
で
揃
っ
て
い
る
。
ま
た
運
転
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
け
で

な
く
、
ト
ラ
ブ
ル
対
応
、
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
順
風
の
と
き
も
逆
風
の
中

で
も
、
原
子
力
を
続
け
て
き
た
こ
と
で
得
た
貴
重

な
経
験
、
知
恵
が
あ
る
。
日
本
自
ら
原
子
力
技
術

を
磨
き
、
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し

た
貴
重
な
財
産
を
世
界
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て

い
く
こ
と
が
、
原
子
力
平
和
利
用
国
家
・
日
本
の

大
切
な
役
割
だ
。

　

原
子
力
発
電
は
、
ウ
ラ
ン
資
源
の
採
取
・
輸
送

原
子
力
の
平
和
利
用
に
徹
し
、
原
子
力
発
電
に

四
十
年
以
上
も
の
実
績
を
持
つ
日
本
が
果
た
す
役

割
は
極
め
て
大
き
い
。

　

と
い
う
の
も
原
子
力
は
こ
れ
ま
で
、
持
て
る

者
（
先
進
国
）
と
持
た
ざ
る
者
（
途
上
国
）
と
が

明
確
に
分
離
さ
れ
て
い
た
分
野
。
途
上
国
側
に
は

根
強
い
疎
外
感
、
不
公
平
感
が
あ
り
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

の
保
障
措
置
を
負
担
に
感
じ
た
り
、
核
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
つ
い
て
「
自
分
た
ち
に
原
子
力
技
術
を
持

た
せ
な
い
た
め
で
は
」
と
疑
心
暗
鬼
の
目
を
向
け

る
国
さ
え
あ
る
。

　

こ
う
し
た
声
に
対
し
、
原
子
力
先
進
国
で
あ
り

保
障
措
置
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
き
た
日
本
こ

そ
、「
原
子
力
発
電
を
進
め
る
に
は
、
原
子
力
安

全
や
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
核
不
拡
散
に
対
し
責
任

あ
る
対
応
を
す
る
の
は
当
然
だ
」
と
い
う
こ
と
を

身
を
以
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

人
材
育
成
の
面
で
も
、
日
本
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
後
、
東
欧
の
原
子
力
発
電
所
運
転
員
を
対

象
に
行
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
千
人
研
修
や
、
Ｒ
Ｃ

Ａ
（
原
子
力
科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
、
開
発
及

び
訓
練
の
た
め
の
地
域
協
力
協
定
）
に
則
っ
た
ア

ジ
ア
の
原
子
力
関
係
者
の
受
け
入
れ
な
ど
、
以
前

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
育
成
協
力
を
実
施
。
当
時
、

日
本
の
大
学
や
企
業
で
学
ん
だ
人
々
が
今
、
各
国

で
原
子
力
分
野
の
要
職
に
就
い
て
い
る
。

　

今
も
、
例
え
ば
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
原
子
力

発
電
量
を
誇
る
福
井
県
に
は
、
原
子
力
技
術
教
育

に
力
を
入
れ
る
福
井
大
学
も
あ
れ
ば
、
原
子
力
発

電
所
も
初
期
の
も
の
か
ら
最
新
型
、
高
速
増
殖
炉

か
ら
、
プ
ラ
ン
ト
建
設
、
運
転
、
廃
棄
物
の
処
理

処
分
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の
過
程
で
国
際
社
会
の
協

力
が
不
可
欠
と
な
る
。
ど
こ
か
一
カ
所
で
事
故
が

起
き
る
と
、
世
界
全
体
で
原
子
力
へ
の
信
頼
が
揺

ら
い
で
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
そ
原
子
力
利
用
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
対
立
点
で
な
く
、
共
通
の

利
益
に
目
を
向
け
、
と
も
に
協
力
し
な
が
ら
具
体

的
な
成
果
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
信
頼
に
つ
な
が

る
。

　

小
さ
な
成
功
の
積
み
重
ね
が
大
き
な
成
功
を
呼

ぶ
わ
け
で
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
も
す
ぐ
や
る
こ
と
、
一
年

以
内
、
四
年
以
内
に
や
る
こ
と
な
ど
、
き
ち
ん
と

決
め
て
、
ど
ん
ど
ん
実
行
し
て
い
き
た
い
。
私
自

身
さ
し
あ
た
り
す
ぐ
着
手
し
た
い
こ
と
は
、
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
の
保
障
措
置
分
析
研
究
所
の
近
代
化
。分
析
・

検
証
能
力
の
さ
ら
な
る
強
化
は
、
I
A
E
A
の
足

腰
を
強
化
し
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
中
立
性
を
担
保
す
る

機
関
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
も
不
可
欠
な
こ
と
だ
。

ま
た
、
原
子
力
発
電
は
や
り
た
い
が
、
も
う
少
し

先
と
い
う
途
上
国
に
と
っ
て
、
目
の
前
の
課
題
は

食
料
で
あ
り
、
が
ん
治
療
。
放
射
線
利
用
に
よ
る
、

こ
の
分
野
で
の
貢
献
は
す
ぐ
に
も
で
き
る
こ
と
で

あ
り
、
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
し
て
原
子
力
が
拓
く
地
球
の
未
来
に
向
け
て
、

日
本
こ
そ
が
主
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

IAEAのOSART（運転管理評価チーム）による
関西電力 美浜発電所3号機の調査（2009年1月20日〜2月5日）

IAEA理事会

©JOE KLAMAR/AFP/gettyimages
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「
木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る
」

　

そ
う
書
い
た
の
は
島
崎
藤
村
。『
夜
明
け
前
』
の

冒
頭
文
だ
。
木
曽
に
生
ま
れ
た
彼
の
言
葉
ど
お
り
、

豊
か
な
水
量
の
木
曽
川
に
沿
っ
て
、
連
な
る
山
の
底

を
這
う
よ
う
に
木
曽
路
は
続
い
て
い
た
。

　

冬
の
気
配
を
漂
わ
せ
た
山
あ
い
の
町
は
、
初
め
て

訪
れ
た
場
所
だ
っ
た
の
に
、
不
思
議
と
懐
か
し
さ
を

感
じ
た
。
作
物
を
収
穫
し
た
あ
と
の
茶
色
い
田
畑
、

農
家
の
軒
先
に
吊
り
下
げ
ら
れ
た
柿
の
実
、
色
褪
せ

た
葉
を
わ
ず
か
に
残
し
た
木
々
。
都
会
で
生
ま
れ
育

っ
た
私
に
、
古
里
の
記
憶
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、

郷
愁
を
感
じ
る
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
？

ミ
ス
テ
リ
作
家 

黒
崎 

緑

	

大
正
モ
ダ
ン
の
電
源
開
発
、

	

木
曽
川
水
系
を
行
く

長野県南木曽町「桃介橋」にて
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日
本
人
の
原
風
景

　

木
曽
八
景
の
一
つ
に
、「
寝
覚
の
床
」
と
呼
ば
れ
る
景
勝
地
が

あ
る
。
木
曽
川
の
激
流
に
、
花
崗
岩
が
侵
食
さ
れ
て
で
き
た
自
然

の
彫
刻
で
、
白
い
巨
大
な
奇
岩
の
数
々
が
深
緑
色
の
水
に
映
え
て
、

美
し
い
光
景
だ
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
特
急
「
し
な
の
」
の
車
内
ア
ナ
ウ
ン

ス
で
も
紹
介
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
浦
島
太
郎
伝
説
の
終
着

点
と
言
え
る
場
所
の
よ
う
だ
。

　

浦
島
太
郎
は
竜
宮
城
か
ら
戻
っ
て
く
る
が
、
実
は
長
い
年
月
が

経
っ
て
お
り
、
知
人
も
亡
く
な
っ
て
い
た
。
傷
心
の
彼
は
旅
に
出

て
、
木
曽
川
の
美
し
い
風
景
に
辿
り
着
く
。
そ
こ
で
彼
は
、
乙
姫

か
ら
貰
っ
た
玉
手
箱
を
開
け
る
。
結
末
は
…
…
よ
く
知
ら
れ
た
民

話
ど
お
り
。
彼
は
今
ま
で
の
こ
と
が
夢
で
、
こ
の
地
で
目
が
覚
め

た
か
の
よ
う
に
思
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
所
が
「
寝
覚

め
の
床
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
伝
説
に

よ
る
と
、
彼
は
ど
う
や
ら
木
曽
の
地
で
余
生
を
送
っ
た
よ
う
だ
。

　

漁
師
の
浦
島
太
郎
は
、
海
の
町
の
生
ま
れ
育
ち
だ
ろ
う
。
そ
れ

な
の
に
、
な
ぜ
木
曽
の
山
里
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
場
所
が
あ

ま
り
に
も
美
し
か
っ
た
か
ら
？　

激
し
い
水
流
と
奇
岩
が
、
海
を

思
い
出
さ
せ
た
か
ら
？　

そ
れ
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
彼
も
ま
た
、

初
め
て
見
る
こ
の
地
に
、
懐
か
し
さ
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
木
曽
川
沿
い
の
町
は
、
日
本
人
の
原
風
景
と
も
言
え
る
風

情
を
携
え
て
い
る
。

電
力
王
・
福
沢
桃
介

　

そ
の
木
曽
川
の
激
流
を
止
め
、
発
電
所
建
設
に
道
を
切
り
開
い

た
男
が
い
る
。
大
正
時
代
に
本
格
的
ダ
ム
式
発
電
所
を
日
本
で
初

め
て
造
り
、
の
ち
に
「
電
力
王
」
と
呼
ば
れ
た
福
沢
桃
介
だ
。
彼

の
建
設
し
た
発
電
所
の
数
々
、
大
正
時
代
の
景
観
を
残
す
ダ
ム
、

未
来
へ
の
夢
を
架
け
た
橋
へ
と
、
木
曽
の
地
を
訪
ね
た
。
私
の
旅

は
、
過
去
の
お
伽
話
か
ら
、
近
代
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
サ
ク
セ
ス
・

ス
ト
ー
リ
ー
へ
と
続
い
て
い
っ
た
。

　

そ
の
姓
か
ら
連
想
さ
れ
る
と
お
り
、
福
沢
桃
介
は
福
沢
諭
吉
の

娘
婿
だ
っ
た
。
幼
い
頃
か
ら
神
童
と
言
わ
れ
た
彼
は
、
諭
吉
の
目

に
留
ま
り
、
養
子
縁
組
を
持
ち
か
け
ら
れ
る
。
承
諾
の
条
件
と
し

て
、
米
国
留
学
を
あ
げ
た
ら
し
い
。
若
い
頃
の
彼
の
写
真
は
、
利

発
そ
う
で
、
な
か
な
か
の
ハ
ン
サ
ム
だ
。
そ
の
目
は
、
は
る
か
遠

く
を
見
つ
め
て
い
る
。

　

米
国
留
学
は
、
桃
介
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
。
事

業
の
方
法
だ
け
で
な
く
、
近
代
的
な
建
物
を
数
多
く
見
て
、
美
意

識
を
培
っ
た
に
違
い
な
い
。
彼
は
木
曽
川
に
大
正
八（
一
九
一
九
）

年
か
ら
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に
か
け
て
、
賤し
ず
も母

、
大
桑
、
須
原
、

桃
山
、
読よ
み
か
き書

、
大
井
、
落
合
の
順
で
、
七
つ
の
水
力
発
電
所
を
建

設
し
て
い
る
が
、
ど
れ
も
個
性
的
で
ロ
マ
ン
に
溢
れ
て
い
る
。

桃
介
の
開
拓
者
精
神

　

桃
介
の
時
代
︱
︱
今
か
ら
百
年
近
く
前
、
近
代
化
の
途
上
に

あ
っ
た
日
本
に
お
い
て
、
電
気
事
業
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
か
き

長野から木曽谷を下り、濃尾平野を蛇行して伊勢湾に注ぐ木曽川。大正期
に大同電力（現・関西電力）を設立し、電力王と呼ばれた福沢桃介（1868-
1938）は、「一河川一会社」（1つの水系の発電施設は1つの会社が一貫
して建設・運用してこそ理想的な水力利用ができる）を唱えて木曽川水系を開
発。現在、木曽川水系には32の発電所がある、と「木曽川電力資料館」で関
西電力木曽電力システムセンターの早川雅人さん（写真上）が教えてくれた。

▶浦島太郎伝説が残る「寝
覚の床」。子供の頃はここで
遊んだという、関西電力東海
支社の洞田弘美さん（写真
上）に案内してもらった

▲木曽路を経由して江戸と京を結んだ中山道の「妻籠宿（つまごじゅく）」

▼関西電力の妻籠発電所は、
桧の黒板塀がシック
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立
て
る
も
の
だ
っ
た
。
日
本
で
電
気
が
一
般
的
に
使
わ
れ
始
め
た

の
は
明
治
二
十
年
代
で
、
こ
の
頃
は
小
さ
な
火
力
発
電
所
し
か
な

く
、
停
電
も
頻
繁
に
起
き
て
い
た
。
日
本
の
経
済
力
が
増
す
に
つ

れ
、
大
量
の
電
気
を
よ
り
安
く
、
停
電
す
る
こ
と
な
く
使
い
た
い
、

と
い
う
要
求
は
強
く
な
っ
て
い
く
。

　

そ
れ
に
応
え
よ
う
と
し
た
の
が
、
桃
介
だ
。
彼
は
自
ら
中
央
ア

ル
プ
ス
の
奥
地
に
入
り
、
調
査
を
重
ね
、
木
曽
川
の
豊
か
な
流
れ

が
、
日
本
の
電
力
の
供
給
に
新
し
い
未
来
を
も
た
ら
す
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
水
力
発
電
所
の
建
設
に
着
手
す
る
の
だ
。

　

彼
が
造
っ
た
七
つ
の
発
電
所
の
中
で
も
、
建
設
に
困
難
を
極
め

た
の
は
大
井
発
電
所
だ
っ
た
。
工
事
期
間
中
に
何
度
も
洪
水
が
襲

う
、
関
東
大
震
災
に
よ
り
資
金
が
行
き
詰
ま
る
。
建
設
断
念
か
と

も
言
わ
れ
た
が
、
桃
介
は
海
外
に
資
金
調
達
に
出
向
い
て
、
こ
の

苦
難
を
乗
り
越
え
た
。
日
本
初
の
本
格
的
ダ
ム
式
発
電
所
を
完
成

さ
せ
た
の
だ
。

　

木
曽
川
水
系
で
生
み
出
さ
れ
た
電
気
は
、
こ
れ
も
ま
た
桃
介
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
延
長
二
〇
〇
キ
ロ
以
上
に
及
ぶ
送
電
線
で
関
西

に
送
ら
れ
、
日
本
の
近
代
化
に
大
い
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

遊
び
心
と
こ
だ
わ
り
の
意
匠

　

風
光
明
媚
な
木
曽
川
に
発
電
所
を
築
く
時
、
桃
介
は
周
囲
の
景

観
に
、
ず
い
ぶ
ん
と
配
慮
し
た
よ
う
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
発
電
所
は
、

外
観
意
匠
を
巧
み
に
変
え
て
い
る
。
美
し
い
自
然
を
見
る
の
も
好

き
だ
が
、
私
は
人
間
が
創
造
し
た
も
の
を
見
る
の
が
大
好
き
だ
。

そ
こ
に
は
、
夢
と
希
望
と
、
知
恵
と
努
力
が
表
れ
て
い
る
。
長
い

桃介は、木曽川水系に7つの発電所を建設。寝覚の床から水系を辿ると、
桃山発電所（1923年竣工；写真左）、須原発電所（1922年竣工；写真下
中）、大桑発電所（1921年竣工；写真下左）、そして桃介が最初に建設した
賤
し ず も

母発電所（1919年竣工；写真下右）が見えてくる。いずれも発電所の概
念を覆す洒落た外観で、周囲の景観にしっくりと溶け込んでいる。木曽川水
系でつくられた電気は、当時も今も大消費地である関西へ送られている。

▲読書（よみかき）ダム

年
月
を
経
て
も
、
強
い
意
志
は
色
褪
せ
て
い
な
い
。

　

寝
覚
の
床
か
ら
川
沿
い
を
下
る
と
、
ま
ず
見
え
て
く
る
の
が
桃

山
発
電
所
だ
っ
た
。
白
い
四
角
い
建
物
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

小
さ
な
城
塞
の
よ
う
に
見
え
る
。
建
物
に
引
き
込
ま
れ
た
黒
い
鉄

管
が
な
け
れ
ば
、
こ
こ
で
電
力
を
生
み
出
し
て
い
る
と
は
、
わ
か

ら
な
い
だ
ろ
う
。
最
初
の
出
会
い
で
、
発
電
所
と
い
う
概
念
を
覆

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
下
流
に
あ
る
の
が
須
原
発
電
所
。
こ
ち
ら
も
白
い
洋
館
風

だ
が
、
波
模
様
の
あ
る
切
り
立
っ
た
屋
根
の
上
に
、
小
さ
な
塔
が

見
え
た
。
ま
る
で
西
洋
の
寄
宿
学
校
の
よ
う
だ
。
聞
く
と
換
気
口

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
実
用
性
だ
け
を
考
え
る
な
ら
、
わ
ざ
わ
ざ

塔
の
形
に
す
る
こ
と
も
な
い
。
桃
介
の
遊
び
心
、
デ
ザ
イ
ン
へ
の

こ
だ
わ
り
が
表
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
下
流
に
向
か
う
と
大
桑
発
電
所
が
見
え
て
く
る
。
こ
ち

ら
は
対
照
的
な
赤
い
煉
瓦
造
り
で
、
モ
ダ
ン
な
女
学
校
と
い
う
雰

囲
気
だ
ろ
う
か
。
思
わ
ず
、
可
愛
い
、
と
女
子
高
生
み
た
い
な
声

を
あ
げ
た
く
な
る
。

現
役
の
近
代
化
遺
産

　

そ
し
て
、
近
代
化
遺
産
と
し
て
発
電
設
備
で
初
め
て
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
読
書
発
電
所
。
白
い
建
物
は
外
壁
の
上
辺

に
凝
っ
た
装
飾
が
さ
れ
、
半
円
形
の
窓
や
屋
上
に
突
き
出
た
明
り

取
り
窓
が
、
ア
ー
ル
デ
コ
洋
式
を
感
じ
さ
せ
る
。
小
さ
な
ホ
テ
ル

と
い
っ
た
趣
だ
。

　

発
電
所
内
部
は
、
外
観
の
装
飾
と
は
対
照
的
に
、
現
代
的
に

桃山発電所竣工の1カ月後、1923年12月に竣工した読
よみかき

書発電所（写真
上）。完成時の出力は40,700kWと、当時としては記録的な大容量だったと
いう（現在117,100kW）。読書の名は、明治初頭に「与

よ が わ

川」「三
み ど の

留野」「柿
かき

其
ぞれ

」の三村が合併したとき、頭文字をつないだ村名「読
よみかき

書村」（現・南木曽
町）に由来しているそうで、本館は鉄筋コンクリート造りのレンガ壁、半円形の
飾り窓がモダン。

▲大桑発電所

▲賤母（しずも）発電所

▲落合発電所（1926年竣工）
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な
っ
て
い
た
。
木
曽
川
の
水
力
発
電
所
は
、
今
は
す
べ
て
無
人
で

名
古
屋
で
制
御
さ
れ
て
い
る
。
機
器
の
異
常
の
知
ら
せ
が
入
る
と
、

設
備
を
保
守
す
る
人
が
出
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
点
検
の

た
め
の
分
解
工
具
の
大
き
さ
や
多
さ
に
、
ち
ょ
っ
と
驚
か
さ
れ
る
。

完
成
当
時
に
最
大
級
の
出
力
を
生
み
出
し
て
い
た
発
電
所
は
、
現

在
も
大
切
な
電
気
を
私
た
ち
に
供
給
し
続
け
て
く
れ
て
い
た
。

　

読
書
発
電
所
に
水
を
引
き
込
む
た
め
の
柿か

き
ぞ
れ其

水
路
橋
も
、
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
二
連
の
ア
ー
チ
と
多
数
の
支
柱
で

支
え
ら
れ
渓
谷
を
横
断
す
る
橋
は
、
現
存
す
る
戦
前
の
水
路
橋
で

は
最
大
級
の
規
模
だ
。
人
力
に
頼
っ
て
い
た
大
正
時
代
に
、
山
中

に
こ
う
い
っ
た
建
物
を
造
る
の
は
、
ど
れ
だ
け
大
変
だ
っ
た
ろ
う
。

水
路
に
は
滔
々
と
水
が
流
れ
、
今
で
も
現
役
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

読
書
発
電
所
の
建
設
資
材
運
搬
の
た
め
に
、
木
曽
川
に
架
け
た

の
が
桃
介
橋
だ
っ
た
。
長
さ
二
四
七
メ
ー
ト
ル
の
木
製
の
吊
り
橋

は
、
遠
く
か
ら
見
る
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、
そ
ば
で
見
る
と
頑
強

で
優
美
で
あ
る
。
三
基
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
主
塔
の
二
重
ア
ー

チ
が
凝
っ
て
い
て
、
大
正
モ
ダ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
。
実
用
本
位
な

だ
け
で
は
な
く
、
木
曽
川
の
景
観
に
調
和
し
て
い
る
。
こ
の
橋
自

体
は
、
付
近
の
公
園
の
整
備
と
合
わ
せ
て
、
近
代
化
遺
産
と
し
て

修
復
・
復
元
さ
れ
た
も
の
だ
そ
う
だ
。
渡
る
人
は
多
く
、
今
で
も

住
民
の
大
切
な
通
路
に
な
っ
て
い
た
。
橋
板
に
は
資
材
運
搬
用
ト

ロ
ッ
コ
の
レ
ー
ル
痕
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
残
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の

大
事
業
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

　

苦
難
の
末
に
完
成
さ
せ
た
大
井
発
電
所
も
、
そ
ば
の
大
井
ダ
ム

の
堰え
ん
て
い堤
が
生
活
路
に
な
っ
て
い
た
。
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年

と
い
う
時
に
、
深
い
渓
谷
に
、
こ
の
巨
大
な
ダ
ム
が
造
ら
れ
た
こ

柿
かきぞれ

其水路橋（写真右）。読書発電所への導水路のうち、柿其川を渡る
全長142.4mの鉄筋コンクリート造りの水路橋。1994年、読書発電
所本館（写真上）と水槽・水圧鉄管（写真左）、柿其水路橋と、南木曽
町所有の桃介橋（写真下）が、近代化遺産として国の重要文化財に
指定された。これは発電設備として、また今なお稼働している設備として
も初の快挙だという。

読書発電所の水圧鉄管。大正時代から使われているものだ50
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と
は
驚
異
的
だ
。
そ
の
苦
労
は
想
像
の
中
に
し
か
な
い
。
通
路
は

手
摺
り
の
装
飾
が
美
し
く
、
吊
り
下
げ
ら
れ
た
外
灯
に
も
、
大
正

ロ
マ
ン
の
風
情
が
残
っ
て
い
る
。
桃
介
も
こ
こ
を
歩
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
豊
か
に
水
を
た
た
え
た
ダ
ム
湖
は
、
恵
那
峡
と
い
う
名
勝

地
を
造
り
出
し
た
。
自
然
と
人
間
が
協
力
し
て
生
み
出
し
た
美
し

い
風
景
だ
。

普
明
照
世
間

　

福
沢
桃
介
が
こ
の
数
々
の
大
事
業
を
成
し
遂
げ
た
時
、
彼
の
そ

ば
に
は
、
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
日
本
初
の
女
優
と
し
て
も

活
躍
し
た
川
上
貞
奴
が
い
た
。
当
時
の
二
人
の
様
子
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
が
、
桃
介
橋
近
く
の
福
沢
桃
介
記
念
館
と
、
名

古
屋
市
に
あ
る
二
葉
館
だ
。

　

福
沢
桃
介
記
念
館
は
、
発
電
所
建
設
現
場
に
通
う
別
荘
と
し
て

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
お
洒
落
な
洋
風
建
築
だ
が
、
電
力
王
の
別

荘
に
し
て
は
や
や
小
ぶ
り
に
思
え
た
。豪
奢
と
言
う
よ
り
は
、し
っ

と
り
と
落
ち
着
き
が
あ
る
。
だ
が
、
中
に
入
っ
て
み
る
と
意
外
に

広
い
。
当
時
の
調
度
や
遺
品
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
興
味
深
い
。

庭
は
、
秋
は
貞
奴
が
好
き
な
紅
葉
で
彩
ら
れ
、
春
は
桃
介
が
ド
イ

ツ
か
ら
輸
入
し
た
と
い
う
一
本
の
木
に
三
色
の
花
を
咲
か
せ
る
桃

が
、
咲
き
乱
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

　

対
し
て
名
古
屋
の
二
葉
館
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
屋
根
が
目
を
惹

く
、
大
き
く
て
豪
華
な
造
り
の
建
物
だ
。
大
広
間
は
美
し
い
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
で
飾
ら
れ
、
電
気
の
灯
り
を
効
果
的
に
配
し
て
い
る
。

こ
ち
ら
は
華
や
か
な
社
交
場
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
人
々
を
招
い
て
、

長さ276m、高さ53mの巨大なダム堰堤を持ち、日本初の本格的ダ
ム式発電所として、1924年竣工した大井発電所（写真上）。工事に
携わった人は延べ146万人。工事中、桃介が作業員を激励しようと、
空中ケーブルで深い谷底へ降りたとき、危険を顧みず行動をともにした
のが川上貞奴だったというエピソードが残されている。

51柿其水路橋の上に登ると、足元の水路を水が滔 と々流れているのが見える
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自
ら
の
事
業
、
電
気
の
素
晴
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
た
そ
う
で
、
記
録

に
よ
れ
ば
庭
に
は
電
気
じ
か
け
の
噴
水
や
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
ま
で

あ
っ
た
と
か
。
当
時
の
桃
介
の
勢
い
と
、
貞
奴
の
華
麗
さ
が
表
れ

て
い
る
よ
う
だ
。
た
だ
、
二
階
に
は
和
室
が
あ
り
、
仕
事
を
離
れ

た
く
つ
ろ
ぎ
の
場
所
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
絢
爛
と
簡
素
が

同
居
し
て
い
る
。
建
物
は
そ
の
調
和
で
成
り
立
っ
て
い
た
。

●

　
「
普
明
照
世
間
（
ふ
み
ょ
う
世
間
を
照
ら
す
）」
――

大
井
発
電

所
に
あ
る
碑
に
書
か
れ
た
言
葉
で
、
観
音
経
の
詞
句
だ
。
意
味
は

「
あ
ま
ね
く
世
間
を
明
る
く
照
ら
す
」。
福
沢
桃
介
が
選
ん
だ
句
だ

と
か
。

　

電
力
が
不
足
し
て
い
た
大
正
の
時
代
に
、
安
定
し
た
供
給
を
し
、

世
の
中
を
明
る
く
照
ら
そ
う
と
し
た
男
が
い
た
。
そ
の
志
は
、
今

で
も
形
と
し
て
残
っ
て
、
純
国
産
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
と
し
て
、

未
来
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

桃山発電所

木  
曽  

川

須原発電所

大桑発電所

読書ダム

大井ダム

読書発電所

妻籠発電所

桃介橋

柿其水路橋

福沢桃介記念館

落合発電所

賤母
発電所

大井発電所

●福沢桃介が手がけた発電所
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編
集
後
記

　

二
〇
一
〇
年
代
の
幕
が
開
き
ま
す
。

　

百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
世
界
的
な
経
済
危
機
か
ら
の
回
復
は
未
だ

見
え
て
は
き
ま
せ
ん
が
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
の
台
頭
な
ど
、

世
界
の
潮
流
は
確
実
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
な
か

で
日
本
は
ど
う
動
け
ば
い
い
か
︱
︱
伊
藤
元
重
さ
ん
、
山
家
公
雄
さ
ん
、

村
田
晃
嗣
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
鼎
談
で
は
、「
二
〇
一
〇
年

代
の
日
本
の
進
路
」
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

鼎
談
で
も
動
向
が
注
目
さ
れ
た
の
が
、
躍
進
著
し
い
中
国
で
あ
り
ア

ジ
ア
の
国
々
。
関
西
と
ア
ジ
ア
は
、
歴
史
的
に
も
現
在
も
深
い
つ
な
が

り
が
あ
り
ま
す
。
関
西
に
暮
ら
す
中
国
の
人
、
観
光
客
や
留
学
生
と
し

て
訪
れ
る
ア
ジ
ア
の
人
々
と
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
関
西
の
人
。「
ル
ポ
」

で
は
、
そ
ん
な
元
気
な
ア
ジ
ア
と
の
交
流
の
今
を
探
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
百
年
近
く
前
、
電
気
事
業
は
「
新
興
」
の
ビ
ジ
ネ
ス
。
起
業

家
精
神
溢
れ
る
人
々
が
競
っ
て
参
入
し
て
い
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

「
エ
コ
ル
ー
ツ
紀
行
」
で
は
、
大
正
期
、
木
曽
川
水
系
の
電
源
開
発
に

挑
ん
だ
「
電
力
王
」
の
足
跡
を
、
黒
崎
緑
さ
ん
と
辿
り
、
当
時
の
発
電

所
が
今
も
現
役
で
働
い
て
い
る
さ
ま
を
見
て
き
ま
し
た
。

　

変
え
る
も
の
、
変
え
な
い
も
の
︱
︱
困
難
な
時
代
に
も
躍
進
を
目
指

し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
た
ち
に
学
び
、『
躍
』
も
二
〇
一
〇
年
、
も
う
一
段

の
飛
躍
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

読書発電所建設時の宿舎（別荘）として使われていた建物を復活させた「福
沢桃介記念館」（写真上）。洒落た洋館に、当時の調度やゆかりの品々が
展示されている。また、政財界人や文化人たちを招き、電気の素晴らしさをア
ピールするサロンとして使われていたのが、名古屋の「二葉館」（写真下）。
大広間の赤い螺旋階段、ステンドグラスや、ほのかな灯りに、大正ロマンが香
り立つ。

黒崎 緑　くろさき　みどり
1958年兵庫県生まれ。同志社大学文学部卒。大学で
推理小説研究会に所属。89年『ワイングラスは殺意に満ち
て』でサントリーミステリー大賞・読者賞受賞（95年テレビドラ
マ化）。他の著書『聖なる死の塔』『闇の操人形』『棺の花
嫁・聖なる血の城』『揺歌』『しゃべくり探偵』『死人にグチなし』

『未熟の獣』など。09年4月にはケータイ小説と連動した
ＮＨＫドラマ「探偵Ｘからの挑戦状！」の原作も手がける。
http://homepage1.nifty.com/chameleon/kuro/




